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戯
作
者
と
艶
本
―
―
『
春
窓
秘
辞
』
を
め
ぐ
っ
て

板

坂

則

子

専
修
大
学
文
学
部
教
授

艶
本
『
春
窓
秘
辞
』

『
春
窓
秘
辞
』
は
折
帖
仕
立
て
の
刊
本
で
大
本
一
冊
。
各
面
に
色
変
わ
り
、
模
様
変
わ
り
の
上
質
紙
を
用
い
て
、
文
芸
に
関
わ
る
著

名
人
に
よ
る
一
年
十
二
ヶ
月
の
景
物
に
因
ん
だ
戯
文
を
載
せ
た
豪
華
本
で
あ
る
。
第
一
面
に
は
、
濃
紺
地
に
蜀
山
人
に
よ
る
漢
文
が
、

自
筆
板
下
の
文
字
を
石
�
風
の
白
抜
き
に
し
て
�
ら
れ
て
い
る
。
強
い
色
調
の
漢
文
序
が
最
初
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
帖
本
全
体
が
高

尚
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
序
文
を
、
判
読
し
や
す
い
よ
う
に
一
字
分
の
空
白
を
適
宜
、
挿
入
し
て
記
す
（
次
の

漢
文
翻
刻
も
同
様
に
処
す
）。

宋
人
有
春
宵
秘
戯
図

此
方
有
土
左
氏
画
巻

則
其
来
久
矣

蔵
之
書
筐
可
以
防
火

豈
猥
褻
之
謂
乎

樵
山
子
来
請
題
春
画
首

因
題
比
語
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蜀
山
人

㊞
㊞

え

ほ
ん

古
代
中
国
の
春
宵
秘
戯
図
や
土
佐
派
に
よ
る
春
画
絵
巻
か
ら
艶
本
は
多
く
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
収
め
た
書
筐
は
蔵
の
中

に
置
く
と
防
火
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
猥
雑
と
し
て
排
斥
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
樵
山
子
が
来
て
春
画
に
文
を
添
え
る

よ
う
請
わ
れ
た
と
、
本
書
成
立
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
に
よ
る
と
本
書
は
「
樵
山
子
」
が
用
意
し
た
春
画
に
因
む
画
賛

を
集
め
た
も
の
と
な
る
が
、
そ
の
春
画
は
出
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
凝
り
に
凝
っ
た
装
訂
か
ら
は
、
本
書
に
載
せ
た
画

よ
み

わ

賛
こ
そ
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
春
画
抜
き
の
春
画
帖
と
い
う
遊
び
の
趣
向
が
伺
え
る
。
艶
本
は
末
期
の
読
和
を
除
い
て

は
、
春
画
が
中
心
の
書
物
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
で
は
描
か
れ
た
月
毎
の
景
物
を
執
筆
者
各
自
が
想
定
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
性
的
な

狂
文
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

蜀
山
人
こ
と
大
田
南
畝
は
十
九
歳
で
狂
詩
文
集
『
寝
惚
先
生
文
集
』（
明
和
四
年
１
７
６
７
）
を
刊
行
し
て
一
躍
文
壇
の
人
気
者
と

な
っ
た
早
熟
の
天
才
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
ま
で
の
上
方
中
心
の
文
化
を
一
掃
し
て
新
興
都
市
江
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
斬
新
で
歓
楽
的
か
つ

直
裁
的
な
言
語
遊
戯
の
世
界
を
創
成
し
、
そ
れ
以
後
の
江
戸
文
芸
を
導
く
天
明
（
１
７
８
１
〜
８
９
）
狂
歌
の
流
行
を
生
み
出
し
て
い

っ
た
。
そ
の
活
躍
は
狂
詩
・
狂
歌
に
留
ま
ら
ず
、
遊
里
を
舞
台
と
す
る
こ
と
で
江
戸
っ
子
の
洒
落
た
感
覚
を
追
求
し
た
洒
落
本
や
、
画

像
と
本
文
を
同
一
面
に
置
く
こ
と
で
幅
広
い
リ
テ
ラ
シ
ー
の
江
戸
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
草
双
紙
（
黄
表
紙
）
の
作
も
あ
り
、
多
く
の

江
戸
文
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
形
成
期
に
大
き
な
働
き
を
な
し
た
。
そ
の
後
、
松
平
定
信
に
よ
る
寛
政
の
改
革
に
よ
る
享
楽
的
な
風
潮
へ
の
粛

正
に
よ
っ
て
戯
作
を
離
れ
、
徳
川
幕
府
を
支
え
る
御
家
人
の
能
吏
と
し
て
の
生
活
を
歩
む
。
十
数
年
後
に
ふ
た
た
び
戯
作
の
世
界
に
近

づ
く
が
、
そ
れ
は
好
事
と
し
て
の
側
面
が
強
く
、
紀
行
や
随
筆
、
漢
詩
漢
文
な
ど
硬
軟
和
漢
の
文
芸
に
自
在
に
そ
の
才
を
見
せ
、
江
戸
っ

子
に
と
っ
て
最
も
持
て
囃
さ
れ
敬
仰
さ
れ
た
文
人
で
あ
る
。「
蜀
山
人
」
の
号
は
南
畝
五
十
三
歳
で
大
坂
銅
座
詰
に
赴
い
た
折
に
「
銅
」
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の
異
名
で
あ
る
「
蜀
山
居
士
」
か
ら
取
っ
て
使
い
出
し
た
も
の
で
（
注
１
）

、
南
畝
の
号
と
し
て
最
も
世
に
知
ら
れ
て
い
た
。
本
書
の
刊
行
は
後

述
す
る
よ
う
に
、
収
め
ら
れ
た
狂
文
中
の
記
載
か
ら
ほ
ぼ
文
化
十
年
１
８
１
３
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、
蜀
山
人
こ
と
南
畝
六

十
五
歳
。『
春
窓
秘
辞
』
は
文
壇
の
重
鎮
で
あ
る
蜀
山
人
の
呼
び
掛
け
に
応
え
、
江
戸
文
芸
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
人

物
が
文
を
寄
せ
た
豪
華
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
多
く
の
文
人
が
関
わ
っ
た
異
質
の
秘
本
と
し
て
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
稀
覯
本
で
あ
る
。
中
野
三
敏
氏
旧
蔵
本
（
注
２
）

に

つ
い
て
は
、
中
野
氏
が
い
ま
だ
学
生
の
頃
、
初
め
て
中
村
幸
彦
氏
を
九
州
大
学
に
訪
う
た
日
に
近
く
の
古
本
屋
で
見
出
し
、
こ
れ
を
中

村
氏
に
見
せ
た
こ
と
か
ら
「
一
人
前
扱
い
し
て
い
た
だ
け
た
」
と
、
そ
の
思
い
出
が
『
和
本
の
海
へ
』
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）

。
中
野
氏
旧

蔵
本
の
画
像
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）

。
そ
し
て
専
修
大
学
図
書
館
に
も

二
〇
一
〇
年
に
購
入
さ
れ
、
秋
の
「
江
戸
の
文
華
」
展
（
注
５
）

に
出
品
さ
れ
た
『
春
窓
秘
辞
』
が
あ
る
。
中
野
氏
旧
蔵
本
と
専
修
大
学
図
書
館

本
（
以
下
、「
専
大
本
」
と
記
す
）
を
比
較
す
る
と
、
中
野
氏
本
の
最
尾
の
裏
見
返
し
に
繋
が
る
面
に
載
る
跋
文
が
専
大
本
に
は
見
ら

れ
な
い
。
そ
の
跋
文
は
、

十
二
月
毎
有
図
画
彩

精
密
未
得
其
工

因
先
刻
其
文
後
其
図
云

淇
澳
堂
主
人

十
二
の
月
毎
に
描
か
れ
た
画
図
が
あ
る
が
精
密
な
も
の
な
の
で
ま
だ
出
来
上
が
ら
ず
、
先
に
文
を
出
し
、
後
か
ら
画
図
を
刻
す
と
い

う
も
の
で
、
序
文
に
記
さ
れ
た
成
立
事
情
を
補
う
も
の
で
あ
る
が
、「
淇
澳
堂
主
人
」
は
序
文
に
見
る
「
樵
山
子
」
と
共
に
正
体
不
明

で
あ
る
。『
春
窓
秘
辞
』
は
内
容
と
装
訂
の
凝
り
方
か
ら
、
公
刊
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
「
淇
澳
堂
」
の
知
友
へ
の
配
り
本
で
あ
っ
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た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
書
肆
（
注
６
）

か
ら
売
り
出
さ
れ
た
際
に
、「
春
画
は
後

か
ら
刊
行
」
と
い
う
事
実
に
反
す
る
跋
文
は
取
り
去
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
中
野
本
は
替
表
紙
で
あ
る
が
本
文
部
分
を
す
べ
て
備
え

た
当
初
の
配
り
本
で
あ
り
、
専
大
本
は
そ
の
後
に
お
そ
ら
く
少
部
数
売
り
出
さ
れ
た
版
で
あ
る
。

以
下
、
専
大
本
に
よ
っ
て
筆
を
進
め
る
。

ま
ず
略
書
誌
を
記
す
。

所
蔵：

専
修
大
学
図
書
館

大
き
さ
・
冊
数：

大
本
一
冊
（
二
七
、
〇
�
×
一
八
、
二
�
）

表
紙：

若
草
色
無
地
、
斜
め
格
子
中
に
波
模
様
が
空
�
。
中
央
部
に
貼
り
題
簽
（
二
〇
、
一
�
×
三
、
三
�
）、
子
持
ち
枠
、
枠
線
と
書
名
は
薄
褐
色
で

�
ら
れ
て
い
る
。
書
名
表
記
「
春
窗
秘
辞
」（
図
１
）。

装
訂：

折
帖
、
見
返
し
一
面
、
序
文
一
面
（
図
２
）、
本
文
部
分
十
四

面
の
計
十
六
面
。
各
面
に
色
変
わ
り
・
模
様
変
わ
り
料
紙
を
用
い
て
い

る
が
、
各
面
は
見
開
き
一
面
を
�
り
出
し
て
両
端
を
糊
付
け
し
て
い
る
。

見
返
し：

白
地
に
槍
霞
が
入
る
。
彩
色
は
色
褪
せ
の
為
に
不
明
（
現
在

は
焦
茶
色
）
で
は
あ
る
が
、
銀
�
か
。

作
者
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
述
。

次
い
で
本
書
の
翻
刻
・
解
説
稿
に
つ
い
て
記
す
と
、
浜
田
桐
舎

（図１）「表紙」
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（
義
一
郎
）
氏
に
よ
る
簡
単
な
注
釈
付
き
の
翻
刻
が
一
九
五
二
年
二
月
か
ら
五
三
年

七
月
に
掛
け
て
六
回
に
分
け
て
『
近
世
庶
民
文
化
』
に
掲
載
さ
れ
（
注
７
）

、
並
行
し
て
岡
田

甫
氏
に
よ
る
翻
刻
書
（
注
８
）

が
一
九
五
三
年
に
出
さ
れ
、
さ
ら
に
浜
田
義
一
郎
氏
に
よ
る
丁

寧
な
解
説
「
春
窗
秘
辞
（
注
９
）

」（
一
九
六
七
年
）
が
出
て
い
る
。
岡
田
氏
に
よ
る
翻
刻
が

載
る
『
真
情
春
雨
衣
』
は
特
漉
和
紙
を
用
い
た
フ
ラ
ン
ス
装
に
近
い
特
殊
な
装
訂
（
紅

鶴
版
）
の
「
予
約
会
員
に
の
み
頒
布
」
さ
れ
た
高
価
な
書
で
、
伏
せ
字
や
読
み
替
え
、

省
略
箇
所
を
記
し
た
「
正
誤
表
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
（
注
１０
）

。
浜
田
氏
に
よ
る
翻
刻
で
は

「
会
員
以
外
に
頒
布
せ
ず
」
の
「
研
究
會
の
研
究
報
告
會
報
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
伏

せ
字
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
が
、
稀
少
本
で
あ
る
。
浜
田
氏
と
岡
田
氏
の
資
料
を
参
考

に
、『
春
窓
秘
辞
』
の
中
に
入
っ
て
い
く
。

十
二
ヶ
月
の
戯
文

月
毎
の
景
物
を
念
頭
に
作
ら
れ
た
戯
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
美
し
い
色
�
や
模
様
入
の
料
紙
に
、
各
作
者
の
自
筆
板
下
に
よ
っ
て
刻
さ

れ
て
い
る
。
各
月
の
筆
者
と
戯
文
に
つ
い
て
記
す
。
ま
ず
記
載
さ
れ
て
い
る
号
と
通
称
、
文
化
十
年
に
お
け
る
年
齢
（
注
１１
）

と
、
没
年
、
江
戸

文
芸
と
の
関
わ
り
を
略
記
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
戯
文
に
つ
い
て
は
、
長
さ
と
料
紙
、
内
容
を
簡
略
に
紹
介
し
て
お
く
。
さ
ら
に
艶
本
作

製
と
の
関
わ
り
を
、
林
美
一
氏
『
江
戸
艶
本
大
事
典
』、
白
倉
敬
彦
氏
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
（
注
１２
）

』、
早
川
聞
多
氏
の
御
教
示
に
よ
っ
て
補

記
し
て
お
く
。

（図２）「序」（専修大学図書館蔵本）
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正
月

狂
歌
堂
（
鹿
都
部
真
顔
）（
図
３
）

六
十
五
歳
、
文
政
十
二
年
１
７
５
３
没
、
享
年
七
十
七
歳

南
畝
門
下
の
狂
歌
師
で
化
政
期
（
１
８
０
４
〜
３
０
）
の
狂
歌
界
を
宿
屋
飯
盛
と
共
に
背
負
っ
て
立
っ
た
。
古
典
的
で
優
雅
な
「
俳

諧
歌
」
を
提
唱
し
、
文
化
末
頃
に
は
飯
盛
と
対
抗
関
係
に
は
あ
る
が
人
気
を
二
分
し
て
い
た
。
狂
名
は
鹿
都
部
真
顔
。

正
月
は
見
開
き
一
面
を
用
い
、
料
紙
は
「
扇
中
に
丸
に
三
つ
星
紋
」
の
狂
歌
堂
の
印
を
上
部
に
二
段
に
�
り
込
ん
で
い
る
。
二
段
の

色
は
異
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
彩
色
は
褪
せ
て
上
部
は
焦
げ
茶
、
下
部
は
銀
鼠
色
で
あ
る
が
、
元
は
上
部
金
�
、
下
部
銀
�
で
あ
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。

（図３）「正月」

（図４）「二月」
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戯
文
は
「
徳
若
笑
万
歳
」
と
題
し
て
、
正
月
に
各
戸
を
巡
っ
た
め
で
た
い
「
万
歳
」
の
詞
章
を
用
い
、
さ
ま
ざ
ま
性
的
な
事
物
を
読

み
込
ん
だ
三
河
万
歳
の
巧
み
な
パ
ロ
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。

狂
歌
堂
（
真
顔
）
が
関
わ
っ
た
艶
本
は
な
い
。

二
月

六
樹
園
（
宿
屋
飯
盛
・
石
川
雅
望
）（
図
４
）

六
十
一
歳
、
天
保
元
年
１
８
３
０
没
、
享
年
七
十
八
歳

南
畝
門
下
の
狂
歌
師
で
あ
る
が
、
国
学
者
と
し
て
の
名
は
石
川
雅
望
で
、
読
本
作
者
と
し
て
も
著
名
。
軽
妙
で
機
知
に
溢
れ
た
読
み

ぶ
り
は
真
顔
と
対
照
的
で
、
よ
り
広
く
人
気
を
集
め
て
い
た
。
狂
名
は
宿
屋
飯
盛
。

二
月
は
見
開
き
二
面
を
用
い
た
長
文
で
、料
紙
は
和
文
に
合
わ
せ
て
藍
の
雲
紙（
上

部
の
み
）。
戯
文
は
王
子
稲
荷
神
社
の
二
月
初
午
に
因
み
、
妖
狐
の
艶
笑
怪
異
譚
が

彼
の
特
長
を
活
か
し
て
擬
古
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

六
樹
園
（
飯
盛
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
た
が
、
艶
本
の
制
作
は
伝

わ
ら
な
い
。

三
月

東
都
滑
稽
作
者

立
川
談
洲
楼
焉
馬
（
烏
亭
焉
馬
）（
図
５
）

七
十
一
歳
、
文
政
五
年
没
、
享
年
八
十
歳

大
工
の
頭
領
で
「
噺
の
会
」
を
主
催
し
て
江
戸
落
語
中
興
の
祖
と
さ
れ
、
俳
諧
や

狂
歌
に
親
し
み
、
談
義
本
や
滑
稽
本
、
洒
落
本
の
作
も
残
し
、
七
代
目
市
川
団
十
郎

（図５）「三月」
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を
熱
烈
に
贔
屓
し
て
歌
舞
伎
通
史
も
書
く
な
ど
、
多
岐
に
亘
る
活
躍
を
し
た
。

三
月
も
見
開
き
一
面
を
用
い
る
が
、
桃
の
節
句
に
因
ん
で
や
や
赤
み
が
か
っ
た
桃
色
染
め
の
料
紙
と
な
っ
て
い
る
。
戯
文
は
桃
の
節

句
に
婚
礼
を
挙
げ
た
男
女
の
交
わ
り
を
描
く
が
、
署
名
の
後
に
「
行
年
つ
も
つ
て
七
十
歳
い
ま
だ
て
う
ち
ん
で
草
餅
を
つ
か
ず
嗚
呼
つ

が
も
な
く
お
や
し
て
述
」
と
あ
る
。

焉
馬
も
、
艶
本
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。

四
月

式
亭
三
馬
（
図
６
）

三
十
八
歳
、
文
政
五
年
没
、
享
年
四
十
七
歳

戯
作
者
。
草
双
紙
の
黄
表
紙
か
ら
合
巻
へ
の
転
換
を
決
定
づ
け
た
『
雷
太
郎
強
悪

物
語
』（
文
化
三
年
）
の
作
者
で
あ
り
、
代
表
作
と
な
る
滑
稽
本
『
浮
世
風
呂
』
も

既
に
出
、『
浮
世
床
』
も
こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。ほ

と
と
ぎ
す

四
月
は
見
開
き
一
面
を
用
い
て
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
郭
公
を
取
り
上
げ
、
料
紙
は

上
部
に
空
を
思
わ
せ
る
水
色
が
拭
き
ぼ
か
し
で
入
っ
て
い
る
。
戯
文
は
、
み
や
こ
の

遊
女
が
郭
公
を
聞
く
姿
に
添
え
た
も
の
。

三
馬
は
「
好
亭
」
の
隠
号
を
用
い
て
、
多
く
の
艶
本
に
手
を
染
め
て
い
る
。

こ
う
し
よ
く
じ
ゆ
う
に
づ
え

こ
う
し
よ
く
じ
ゆ
う
に
つ
き

・『
好
色
十
二
通
笑
・
好
色
十
二
通
気
』
色
�
横
小
本
一
冊
、
寛
政
二
年
１
７
９
０

頃
、
好
亭
（
式
亭
三
馬
）
序
、
勝
川
春
潮
画

え

ほ
ん

つ

く

ま

な

べ

・『
会
本
都
功
密
那
倍
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
寛
政
十
年
頃
、
好
亭
序
、
喜
多
川
歌

（図６）「四月」
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麿
画

ま

す

か

が

み

・『
会
本
密
須
佳
雅
美
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
寛
政
十
年
頃
、
す
き
亭
序
、
作
茎
山
人
（
桜
川
慈
悲
成
）
作
、
歌
川
豊
丸
画

こ
い

の

お

だ

ま
き

・『
会
本
恋
濃
男
娜
巻
』
色
�
半
紙
本
三
冊
、
寛
政
十
一
年
頃
、
好
亭
序
、
作
茎
山
人
（
桜
川
慈
悲
成
）
作
、
喜
多
川
歌
麿
画

い
ろ
す
が
た

・『
会
本
色
形
容
』
色
�
横
半
紙
本
一
冊
、
寛
政
十
二
年
、
好
亭
山
人
序
・
作
、
喜
多
川
歌
麿
画

や

ま

と

ふ

み

・『
会
本
夜
密
図
婦
美
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
寛
政
十
二
年
、
好
亭
序
・
作
、
喜
多
川
歌
麿
画

・『
床
の
梅
』
色
�
中
版
組
物
十
二
枚
、
寛
政
十
二
年
、
好
亭
序
、
喜
多
川
歌
麿
画

・『
江
戸
紫
』
色
�
中
錦
組
物
十
二
枚
、
享
和
元
年
１
８
０
１
、
好
亭
序
、
喜
多
川
歌
麿
画

・『
君
が
手
枕
』
色
�
中
版
組
物
十
二
枚
、
享
和
二
年
頃
、
好
亭
序
、
喜
多
川
歌
麿

画
え

ほ
ん

ふ

み
ぐ
る
ま

・『
艶
本
婦
美
車
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
享
和
二
年
頃
、
好
亭
主
人
作
、
喜
多
川
月

麿
画

み

だ

れ

が

み

・『
美
多
礼
嘉
見
』
色
�
半
紙
本
三
冊
、
文
化
十
二
年
、
強
淫
漢
好
亭
主
人
（
式
亭

三
馬
）
序
、
溪
斎
英
泉
画

五
月

東
都
落
語
作
者

芝
桜
川
慈
悲
成
（
桜
川
慈
悲
成
）（
図
７
）

五
十
三
歳
、
没
年
未
詳

黄
表
紙
に
作
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
落
語
家
と
し
て
貴
人
相
手
の
座
敷
咄
に
活

躍
し
、
焉
馬
と
共
に
話
芸
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
十
二
月
を
担
当
し
た
桜
川
甚
孝
の

（図７）「五月」
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師
で
も
あ
る
。

五
月
も
見
開
き
一
面
で
、「
落
は
な
し
」
と
題
し
て
五
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
曽
我
兄
弟
の
仇
討
を
扱
う
。
料
紙
は
五
月
に
合
わ

せ
た
か
、
く
す
ん
だ
若
竹
色
。
戯
文
は
祐
成
と
虎
、
時
宗
と
少
将
の
兄
弟
二
組
の
恋
人
と
の
逢
瀬
を
深
川
遊
郭
に
う
つ
し
て
滑
稽
に
読

み
替
え
た
も
の
。

慈
悲
成
は
数
本
の
艶
本
に
「
作
茎
」
の
隠
号
が
見
え
る
が
、
そ
の
中
に
は
四
月
の
三
馬
と
組
ん
だ
作
も
あ
る
。

ま

す

か

が

み

・『
会
本
密
須
佳
雅
美
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
寛
政
十
年
頃
、
す
き
亭
（
式
亭
三
馬
）
序
、
作
茎
山
人
（
桜
川
慈
悲
成
）
作
、
歌
川
豊

丸
画

こ
い

の

お

だ

ま
き

・『
会
本
恋
濃
男
娜
巻
』
色
�
半
紙
本
三
冊
、
寛
政
十
一
年
頃
、
好
亭
序
、
作
茎
山

人
作
、
喜
多
川
歌
麿
画

ふ

み

す

ず

り

・『
会
本
婦
美
好
図
理
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
寛
政
十
一
年
、
作
茎
作
、
歌
川
豊
丸

画
や

ま

と

・『
耶
密
図
言
葉
』
色
�
横
半
紙
本
二
冊
、
寛
政
十
二
年
、
作
茎
山
人
序
・
作
、
鳥

高
斎
栄
昌
画

六
月

尚
左
堂
俊
満
（
窪
俊
満
）（
図
８
）

五
十
七
歳
、
文
政
三
年
没
、
享
年
六
十
四
歳

狂
歌
、
黄
表
紙
、
洒
落
本
な
ど
活
動
は
多
様
で
あ
る
が
、
本
業
は
浮
世
絵
師
。
紅

嫌
い
の
上
品
な
作
風
で
知
ら
れ
る
。

（図８）「六月」
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六
月
も
見
開
き
一
面
、
料
紙
は
隅
田
川
の
川
遊
び
を
思
わ
せ
て
薄
縹
色
の
拭
き
ぼ

か
し
が
下
方
に
入
る
。
戯
文
は
角
田
川
（
原
文
表
記
）
の
舟
に
乗
り
、
男
と
「
白
き

は
ぎ
の
足
と
あ
し
を
か
ら
み
あ
」
う
江
戸
芸
者
の
姿
を
あ
っ
さ
り
と
描
い
て
い
る
。

俊
満
も
、
こ
の
時
期
の
人
気
絵
師
と
し
て
は
珍
し
く
、
艶
本
の
刊
行
作
は
見
ら
れ

な
い
。

七
月

山
東
京
山
（
図
９
）

四
十
五
歳
、
安
政
五
年
１
８
５
８
没
、
享
年
九
十
歳

戯
作
者
で
合
巻
を
数
多
く
刊
行
。
山
東
京
伝
の
弟
で
、
三
十
九
歳
で
初
作
を
出
す

が
、
文
化
十
年
に
は
人
気
作
を
い
ま
だ
持
た
な
い
。
活
躍
は
こ
の
後
の
文
政
か
ら
天

保
期
で
家
庭
的
で
穏
や
か
な
長
編
合
巻
が
特
徴
。

七
月
も
見
開
き
一
面
を
使
い
、
料
紙
は
下
方
に
松
葉
と
松
毬
を
緑
と
朱
の
二
色
�
し
た
華
や
か
な
も
の
。
戯
文
は
文
末
の
狂
歌
に「
を

り
ひ
め
」
が
出
る
の
で
七
夕
の
図
に
添
え
る
も
の
と
推
さ
れ
る
が
、
清
少
納
言
に
始
ま
り
赤
染
衛
門
、
和
泉
式
部
、
紫
式
部
の
和
歌
を

引
い
て
好
色
な
相
模
女
に
続
け
て
い
る
。
性
的
描
写
を
抑
え
つ
つ
秋
の
長
夜
を
描
い
た
も
の
。

京
山
も
、
幕
末
期
の
人
気
戯
作
者
で
は
あ
る
が
、
艶
本
の
作
は
な
い
。

八
月

飯
台
狂
夫
（
曲
亭
馬
琴
）（
図
１０
）

四
十
七
歳
、
嘉
永
元
年
１
８
４
８
没
、
享
年
八
十
二
歳

（図９）「七月」
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江
戸
後
期
を
代
表
す
る
戯
作
者
で
、
読
本
を
中
心
と
し
て
合
巻
、
黄
表
紙
、
随
筆

類
な
ど
多
く
の
著
作
を
残
す
が
、
文
化
中
期
ま
で
は
模
索
期
で
突
出
し
た
人
気
作
を

持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
文
化
四
〜
八
年
の
本
格
的
な
長
編
伝
奇
読
本
『
椿
説
弓
張

月
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
自
ら
の
方
途
が
固
ま
り
、
京
伝
を
凌
ぐ
戯
作
界
の
領
袖
へ
と

歩
ん
で
行
く
。

八
月
も
見
開
き
一
面
、
料
紙
は
上
部
が
青
の
拭
き
ぼ
か
し
に
な
っ
て
い
る
が
、
文

末
の
狂
歌
を
活
か
し
て
名
月
に
雲
の
影
が
か
か
っ
た
様
相
を
表
し
て
い
る
か
。
戯
文

は
「
名
月
」
に
因
ん
で
月
に
因
む
中
国
の
故
事
が
並
ぶ
。
他
の
多
く
が
和
文
を
志
し

て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
漢
文
調
で
書
か
れ
て
馬
琴
ら
し
さ
を
出
し
て
い
る
。

馬
琴
が
関
わ
っ
た
艶
本
は
一
作
の
み
、
そ
れ
も
上
巻
の
附
文
ま
で
で
、
以
下
は
他

の
戯
作
者
に
預
け
た
中
途
半
端
な
作
で
あ
る
。

た

か

ら

ぐ

ら

・『
艶
本
多
歌
羅
久
良
』
色
�
半
紙
本
三
巻
、
寛
政
十
二
年
、
曲
取
主
人
（
曲
亭
馬
琴
）
序
、
喜
多
川
歌
麿
画

九
月

三
陀
羅
（
三
陀
羅
法
師
）（
図
１１
）

八
十
三
歳
、
文
化
十
一
年
没
、
享
年
八
十
四
歳

狂
歌
師
。
寛
政
・
文
化
期
１
７
９
９
〜
１
８
１
８
に
活
躍
し
た
が
、
狂
歌
堂
や
六
樹
園
と
張
り
合
う
程
の
人
気
は
な
い
。
け
れ
ど
も

こ
の
時
期
に
於
け
る
最
長
老
の
狂
歌
師
で
あ
る
。

七
月
も
見
開
き
一
面
、
料
紙
は
文
末
の
狂
歌
に
あ
る
「
狐
色
」
に
因
み
薄
い
赤
茶
色
�
。
戯
文
は
「
菊
」
に
導
か
れ
て
仙
窟
に
行
き （図１０）「八月」
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美
女
に
出
逢
っ
て
帰
る
べ
き
家
居
を
忘
れ
る
と
い
う
桃
源
郷
な
ら
ぬ
菊
源
郷
を
さ
ら
り
と
認
め
て
い
る
が
、
文
章
は
短
く
か
な
り
の
余

白
を
持
つ
。
署
名
に
は
「
八
十
一
翁
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
信
じ
る
と
二
年
前
の
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
陀
羅
法
師
に
も
、
艶
本
の
作
は
な
い
。

十
月

手
が
ら
の
を
か
持
（
朋
誠
堂
喜
三
二
）（
図
１２
）

七
十
九
歳
、
文
化
十
年
五
月
没
、
享
年
七
十
九
歳

黄
表
紙
の
代
表
的
作
者
・
朋
誠
堂
喜
三
二
で
あ
る
。
秋
田
藩
の
江
戸
留
守
居
役
と
い
う
重
職
に
あ
り
、
吉
原
を
熟
知
し
多
く
の
当
た

（図１１）「九月」

（図１２）「十月」
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り
作
を
持
つ
が
、
寛
政
の
改
革
以
後
は
戯
作
を
離
れ
狂
歌
や
狂
詩
に
親
し
ん
だ
。
手
柄
岡
持
は
狂
名
で
あ
る
。

十
月
は
見
開
き
二
面
を
使
っ
た
長
文
で
、
料
紙
は
上
部
に
焦
げ
茶
色
の
槍
霞
を
拭
き
ぼ
か
し
で
置
く
が
、
下
方
に
緑
青
色
が
掛
か
る
。

上
方
は
色
が
褪
せ
て
い
る
が
銀
�
を
用
い
た
か
も
知
れ
な
い
（
現
在
は
脱
色
し
て
焦
茶
色
）。
戯
文
は
「
ふ
し
ま
ら
の
め
し
よ
り
」
と

「
さ
せ
子
」
が
妹
背
の
語
ら
い
に
至
る
ま
で
の
恋
物
語
で
あ
る
が
、
性
的
な
描
写
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
、
い
か
に
も
艶
本
ら
し

い
文
と
な
っ
て
い
る
。
文
末
の
署
名
に
は
「
文
化
の
こ
ゝ
の
と
せ
み
づ
の
え
さ
る
の
神
無
月

七
十
ま
り
八
つ
に
な
れ
る
」
と
添
え
書

き
さ
れ
て
い
る
。

手
絡
岡
持
（
喜
三
二
）
は
、
種
々
の
隠
号
を
用
い
て
艶
本
を
出
し
て
い
る
。

け
い

か

と
り
だ
す
き

・『
閨
花
鳥
襷
』
色
�
大
本
一
冊
、
天
明
三
年
１
７
８
３
頃
、
湿
深
す
き
成
（
朋
誠
堂
喜
三
二
）
作
、
北
尾
重
政
画

え

ほ
ん
し
よ
つ
こ
う
の

に

し
き

・『
会
本
色
好
乃
人
式
』
墨
�
半
紙
本
五
冊
、
天
明
五
年
、
ぼ
ぼ
の
す
き
な
り
（
朋
誠
堂
喜
三
二
）
作
、
勝
川
春
章
画

ち

よ

だ

め

し

ぼ

ゞ

・『
艶
本
千
夜
多
女
志
』
墨
�
半
紙
本
三
冊

天
明
六
年
頃
、
陰
戸
の
す
き
な
り
序
、
勝
川
春
潮
画

ゆ
る
し

ね

い
ろ

・『
艶
本
免
の
音
色
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
安
永
八
年
１
７
７
９
頃
、
朋
誠
（
朋
誠
堂
喜
三
二
）
作
、
北
尾
重
政
画

お
そ
ら
く
他
に
も
、
重
政
と
組
ん
だ
作
な
ど
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

十
一
月

山
東
京
伝
（
図
１３
）

五
十
三
歳
、
文
化
十
三
年
没
、
享
年
五
十
六
歳

黄
表
紙
・
洒
落
本
の
傑
作
を
出
し
、
読
本
で
も
評
判
作
を
出
し
続
け
た
当
時
第
一
の
人
気
戯
作
者
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

南
畝
が
黄
表
紙
評
判
記
『
岡
目
八
目
』
で
京
伝
の
『
御
存
商
売
物
』（
天
明
二
年
）
を
巻
軸
大
上
々
と
し
た
こ
と
で
、
南
畝
と
の
縁
は

深
い
。
文
化
の
中
頃
か
ら
は
考
証
随
筆
に
精
魂
を
傾
け
て
お
り
、
文
化
十
年
成
立
の
『
骨
董
集
』
に
南
畝
は
序
を
寄
せ
て
い
る
。
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十
一
月
は
見
開
き
一
面
を
用
い
て
い
る
が
、
内
容
は
芝
居
の
「
顔
見
世
」
で
、
料

紙
は
抹
茶
色
。
戯
文
は
歌
舞
伎
の
大
宮
人
も
世
話
場
の
庶
民
夫
婦
も
恋
に
変
わ
り
な

し
と
綴
る
。
末
尾
の
文
か
ら
推
す
と
、
桟
敷
に
は
き
ら
び
や
か
な
高
位
の
遊
女
が
並

ぶ
図
柄
を
想
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

京
伝
は
浮
世
絵
師
と
し
て
は
北
尾
政
演
の
名
で
活
躍
し
て
い
る
。
絵
師
と
し
て
関

わ
っ
た
艶
本
の
数
は
多
く
、
序
や
作
で
関
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
石
上
阿
希
氏
の「
山

東
京
伝
艶
本
・
春
画
目
録
稿
（
注
１３
）

」
に
は
二
十
二
作
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら

代
表
作
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

と
こ

よ

ぐ
さ

・『
床
喜
草
』
墨
�
小
本
一
冊
、
天
明
四
年
、
唐
来
参
和
序
、
北
尾
政
演
画

・『
艶
本
枕
言
葉
』墨
�
半
紙
本
三
冊
、
天
明
五
年
、
長
命
館
主
人（
山
東
京
伝
）作
・

序
、
北
尾
政
演
作
・
画

え

ほ
ん

・『
縁
本
紫
草
紙
』
墨
�
半
紙
本
三
冊
、
天
明
六
年
、「
京
橋
の
息
子
お
や
し
て
述
」（
京
伝
）
作
、
北
尾
政
演
画

十
二
月

桜
川
甚
孝
（
図
１４
）

年
齢
・
没
年
未
詳

浜
田
氏
（
注
１４
）

や
中
山
右
尚
氏
（
注
１５
）

に
よ
る
と
、
幇
間
で
桜
川
慈
悲
成
の
門
下
。

締
め
く
く
り
の
十
二
月
も
見
開
き
一
面
で
雪
の
夜
の
遊
里
を
描
く
。
料
紙
は
上
部
に
遊
女
の
唇
を
思
わ
せ
る
紅
の
雲
が
、
上
部
が
ご

く
薄
い
色
目
と
な
る
拭
き
ぼ
か
し
で
入
る
。
戯
文
は
あ
た
り
を
包
む
雪
の
夜
に
閨
中
で
し
っ
と
り
と
過
ご
す
年
増
と
客
を
描
く
。
短
文 （図１３）「十一月」
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で
、
迎
え
る
新
年
を
寿
ぐ
筆
遣
い
で
あ
る
。

甚
孝
の
艶
本
に
つ
い
て
は
未
詳
。

蜀
山
人
・
大
田
南
畝
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
く
。

序

蜀
山
人

六
十
五
歳
、
文
政
六
年
没
、
享
年
七
十
五
歳

狂
歌
・
狂
詩
、
洒
落
本
、
漢
詩
文
、
随
筆
、
紀
行
な
ど
に
多
く
の
作
を
残
し
、
江

戸
中
後
期
の
文
壇
を
形
成
、
牽
引
し
た
。
大
田
南
畝
、
狂
名
は
四
方
赤
良
、
漢
詩
文

に
は
寝
惚
先
生
な
ど
の
号
を
用
い
た
。

序
文
と
料
紙
な
ど
に
つ
い
て
は
前
述
。

蜀
山
人
と
艶
本
に
つ
い
て
は
、
林
氏
が
論
考
を
出
し
て
い
る
（
注
１６
）

。「
西
早
斎
」
の
隠

号
を
最
初
に
蜀
山
人
の
も
の
と
し
た
の
は
尾
崎
久
弥
氏
で
、
林
氏
は
そ
れ
を
受
け
て
こ
の
謎
に
迫
り
、
南
畝
の
艶
本
と
結
論
付
け
た
。

林
氏
の
挙
げ
る
蜀
山
人
の
艶
本
は
最
晩
年
の
二
年
に
出
さ
れ
て
い
る
。

お

め
し

な

る

み

ぞ

め

・『
御
召
名
留
美
楚
女
』
色
�
中
本
三
冊
、
文
政
四
年
頃
、
淫
乱
坊
作
・
画

は
る

の

・『
春
野
薄
雪
』
色
�
間
判
組
物
、
文
政
五
年
、
西
早
斎
序
・
作
、
溪
斎
英
泉
画

・『
ひ

ご

ず
い
き

』
色
�
半
紙
本
二
冊
、
文
政
五
年
頃
、
西
早
斎
作
・
画

ら

び
よ
う
ぶ

・『
ま
く
羅
屏
風
』
色
�
中
本
三
冊
、
文
政
五
年
頃
、
西
早
序
、
溪
斎
英
泉
画

し
か
し
小
林
ふ
み
子
氏
は
こ
れ
ら
を
調
査
し
、
口
頭
発
表
で
は
あ
る
が
、「
西
早
斎
」
は
南
畝
で
は
な
い
と
結
論
し
た
（
注
１７
）

。
な
る
ほ
ど （図１４）「十二月」
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架
蔵
の
『

』
を
見
る
と
、
溪
斎
英
泉
似
で
は
あ
る
が
腕
の
劣
る
素
人
風
の
画
に
、
英
泉
の
『
枕
文
庫
』
や
当
時
の
人
口
に
膾

炙
し
た
性
に
纏
わ
る
知
識
「
黄
素
妙
論
」
を
用
い
た
陳
腐
な
作
で
あ
り
、
蜀
山
人
ら
し
い
ひ
ね
り
の
全
く
な
い
も
の
で
あ
る
。
小
林
氏

の
述
べ
る
よ
う
に
南
畝
作
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
識
人
の
先
頭
に
い
る
塙
保
己
一
が
『
は
つ
は
な
』（
色
�
絵
巻
一
巻
、

は

こ

や

の
ひ
め
ご
と

喜
多
武
清
画
、
文
化
末
〜
文
政
二
、
三
年
）、
黒
澤
翁
丸
が
『
藐
姑
射
秘
言
』（
大
本
二
冊
）
を
も
の
し
た
よ
う
に
、
晩
年
に
艶
本
を
も

の
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
…
と
期
待
さ
せ
る
の
も
、
蜀
山
人
な
ら
で
は
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
春
窓
秘
辞
』
の
刊
年
を
先
に
文
化
十
年
と
し
た
が
、
こ
れ
は
三
月
・
焉
馬
の
「
行
年
つ
も
つ
て
七
十
歳
」、
十
月
・
岡
持
の
「
文
化

の
こ
ゝ
の
と
せ
み
づ
の
え
さ
る
の
神
無
月
」
よ
り
、
文
化
九
年
に
文
が
集
め
ら
れ
、
翌
十
年
に
出
さ
れ
た
か
と
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
春
窓
秘
辞
』
に
文
章
を
寄
せ
た
十
三
人
は
、
狂
歌
、
落
語
、
浮
世
絵
、
戯
作
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
関
わ
る
。
種
々
の
江

戸
文
芸
の
大
家
で
は
あ
る
が
、
大
き
く
文
人
と
戯
作
者
と
に
分
か
れ
る
。
文
人
は
自
ら
の
為
に
文
章
を
成
し
、
戯
作
者
は
読
者
の
意
向

に
合
わ
せ
て
筆
を
取
る
。
と
は
い
え
其
処
に
厳
然
た
る
切
り
分
け
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
越
境
し
て
種
々
の
言
語
遊
戯
を
楽
し
む
輩

た
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
年
若
な
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
三
馬
や
京
山
、
馬
琴
、
京
伝
は
戯
作
者
で
あ
り
、
慈
悲
成
や
喜
三
二
も
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
先
駆
者
と
し
て
存
在
す
る
。
彼
等
は
よ
り
後
期
の
爛
熟
期
戯
作
者
と
は
異
な
り
、
知
識
人
で
あ
る
文
人
た
ち
と
共
に
行

動
し
、
幅
広
い
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
た
。『
春
窓
秘
辞
』
に
関
わ
っ
た
者
す
べ
て
に
共
通
す
る
技
は
狂
歌
で
あ
る
。
狂

歌
師
の
真
顔
や
飯
盛
、
三
陀
羅
法
師
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
戯
作
者
も
作
品
の
序
文
や
口
絵
、
そ
し
て
揮
毫
な
ど
に
は
狂
歌
を
筆
に

す
る
こ
と
が
多
い
。
天
明
狂
歌
の
熱
狂
的
な
流
行
は
何
十
年
に
も
亘
っ
て
そ
の
影
響
を
持
続
し
、
江
戸
の
流
行
に
敏
感
な
輩
は
す
べ
か

ら
く
狂
歌
に
親
し
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
式
亭
三
馬
編
『
狂
歌

け
い

』（
二
編
三
冊
、
初
編
一
冊
は
享
和
三
年
、
後
編
二
冊
は
文
化
三
年

刊
）
の
初
編
に
は
、
大
勢
の
狂
歌
判
者
の
他
に
「
戯
作
者
」
と
し
て
談
洲
楼
焉
馬
、
芝
楽
亭
慈
悲
成
、
曲
亭
馬
琴
、
山
東
庵
京
伝
、
式
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亭
三
馬
が
載
っ
て
お
り
（
注
１８
）

、
馬
琴
は
戯
作
者
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
る
た
め
の
大
切
な
京
坂
旅
行
（
享
和
二
年
）
で
は
、
南
畝
の
紹
介
状

等
を
貰
い
各
地
の
狂
歌
壇
の
人
々
を
主
に
尋
ね
た
（
注
１９
）

。
狂
歌
は
戯
作
者
と
し
て
の
必
須
技
能
で
も
あ
っ
た
。『
春
窓
秘
辞
』
の
各
文
を
見

る
と
、
正
月
の
真
顔
は
全
文
が
万
歳
の
詞
章
な
の
で
入
ら
ず
、
十
月
・
岡
持
は
文
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
他
の
者
は
皆
、
文

末
に
狂
歌
を
添
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
心
に
、
江
戸
に
狂
歌
の
大
流
行
を
齎
し
た
蜀
山
人
・
大
田
南
畝
の
存
在
が
あ
り
、
彼
に
繋
が

る
人
脈
の
広
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
他
と
相
容
れ
ぬ
偏
屈
な
性
癖
を
い
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
馬
琴
で
あ
っ
て

も
、
南
畝
が
寛
政
十
一
年
１
７
９
９
に
開
い
た
「
和
文
の
会
」
に
真
顔
や
飯
盛
、
焉
馬
な
ど
と
共
に
加
わ
っ
て
、
文
人
た
ち
の
知
遇
を

得
て
い
る
。
こ
の
会
は
二
年
後
に
は
「
狂
文
会
」
と
な
り
、
馬
琴
も
引
き
つ
づ
い
て
参
加
し
て
い
た
。
す
べ
て
の
筆
者
は
南
畝
に
繋
が

っ
て
い
た
。

『
春
窓
秘
辞
』
が
出
た
文
化
十
年
、
京
伝
は
も
ち
ろ
ん
、
三
馬
も
黄
表
紙
と
滑
稽
本
の
代
表
作
を
出
し
て
お
り
、
馬
琴
も
読
本
に
お

い
て
確
固
た
る
地
位
を
既
に
得
て
い
た
。
筆
を
取
っ
た
戯
作
者
た
ち
は
、
少
し
以
前
の
江
戸
文
芸
を
代
表
す
る
六
十
歳
を
超
え
た
文
人

た
ち
と
充
分
に
伍
す
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
大
家
が
集

め
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
や
や
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
九
月
・
三
陀
羅
法
師
は
人
気
の
狂
歌
師
で
は
あ
っ
て
も
真
顔

や
飯
盛
よ
り
も
格
が
下
が
る
。
彼
が
入
っ
た
の
は
高
齢
の
故
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
十
二
月
・
桜
川
甚
孝
も
唐
突
で
あ
る
。
幇
間
と
し

て
高
位
の
者
に
昵
懇
し
て
い
た
甚
孝
が
巻
軸
を
任
さ
れ
た
の
は
、
序
跋
に
見
え
る
「
樵
山
子
」「
淇
澳
堂
」
す
な
わ
ち
本
書
の
制
作
依

頼
者
が
、
大
名
ク
ラ
ス
の
高
位
の
武
家
で
あ
り
、
浜
田
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
甚
孝
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
（
注
２０
）

。
そ
し
て
七
月
・

山
東
京
山
。
京
山
は
江
戸
末
期
の
合
巻
で
人
気
を
得
た
戯
作
者
で
あ
り
、
文
化
十
年
に
は
い
ま
だ
注
目
さ
れ
る
作
を
持
た
な
い
。
そ
の

京
山
が
入
る
の
は
南
畝
に
親
し
い
京
伝
の
縁
で
あ
ろ
う
が
、
美
し
い
料
紙
と
共
に
、
い
さ
さ
か
の
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
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狂
文
に
見
る
文
人
と
戯
作
者

次
い
で
艶
本
と
の
関
連
で
十
三
人
を
見
る
と
、
文
人
と
戯
作
者
と
の
違
い
が
明
ら
か
に
出
て
来
る
。
艶
本
を
出
し
て
い
る
の
は
、
式

亭
三
馬
を
筆
頭
に
、
絵
師
と
し
て
も
多
く
の
筆
を
取
っ
た
山
東
京
伝
、
そ
し
て
朋
誠
堂
喜
三
二
に
桜
川
慈
悲
成
と
、
戯
作
者
グ
ル
ー
プ

に
偏
る
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
制
作
は
既
に
ひ
と
昔
前
の
所
行
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
彼
等
に
と
っ
て
艶
本
の
附
文
を
綴
る
こ
と

は
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
で
は
文
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
如
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

『
春
窓
秘
辞
』
の
戯
文
そ
の
も
の
に
目
を
移
す
。
本
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
板
下
を
刻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
版
本
と
し
て
は
判
読

が
難
し
い
。
け
れ
ど
も
既
に
岡
田
氏
に
よ
る
翻
刻
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
文
紹
介
は
避
け
、
文
人
と
戯
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
狂

文
を
い
く
つ
か
、
若
干
の
修
正
を
施
し
て
載
せ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
読
み
や
す
い
よ
う
に
句
読
点
を
補
い
、
漢
字
は
旧
字
体
を
新
字

体
に
改
め
た
が
、
筆
者
に
よ
っ
て
濁
点
表
記
等
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
各
月
に
補
記
し
た
。

ま
ず
は
「
正
月
」
狂
歌
堂
と
「
二
月
」
六
樹
園
、
二
人
の
狂
歌
師
の
戯
文
で
あ
る
。

正
月

狂
歌
堂

徳
若
笑
万
歳

床
若
に
五
ば
ん
せ
い
と
は
、
君
も
さ
か
ん
に
ま
し
ん
ま
す
。
愛
敬
有
け
る
あ
ら
玉
の
年
喰
ら
ひ
娘
の
お
し
た
て
は
、
器
量
よ
し
の
玉

の
か
ん
ざ
し
か
う
べ
に
さ
し
、
あ
や
ま
る
足
袋
を
は
い
て
箱
せ
こ
の
鼻
紙
を
口
に
く
は
へ
、
御
用
の
物
を
手
に
持
て
宝
の
君
ン
の
御
寝

間
の
あ
た
り
を
見
て
あ
れ
ば
、
錦
の
夜
着
が
ご
結
構
、
綾
の
褥
が
ご
結
構
、
ご
け
つ
か
う
な
お
床
を
さ
ら
り
や
さ
つ
と
敷
わ
た
さ
せ
給
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ひ
け
る
。
御
枕
の
も
と
に
は
み
す
紙
が
一
千
帖
、
笑
本
が
一
千
巻
、
法
華
経
の
八
の
巻
よ
り
は
る
か
ぐ
つ
と
有
が
た
い
具
足
櫃
の
一
の

巻
に
、
人
々
の
涎
が
あ
ま
く
だ
ら
せ
給
ひ
け
り
。
昔
の
春
画
は
堅
節
な
図
、
今
の
枕
は
意
気
な
図
、
こ
れ
を
み
て
や
ら
疫
神
も
、
七
里

け
つ
か
い
迯
出
す
べ
き
だ
ん
ひ
ら
物
を
握
ら
せ
給
ひ
け
り
。
一
本
の
柱
は
帆
柱
丸
、
二
本
の
柱
は
阿
蘭
陀
線
香
、
三
本
の
は
し
ら
は
三

臓
円
、
四
本
の
は
し
ら
は
四
ツ
目
の
妙
薬
、
五
本
の
柱
は
牛
蒡
に
玉
子
、
六
本
の
柱
は
う
な
ぎ
の
蒲
焼
、
七
本
の
柱
は
な
ゝ
ま
き
ず
い

き
、
八
本
の
柱
は
八
味
丸
、
九
本
の
は
し
ら
は
鯨
の
た
け
り
、
十
本
の
柱
は
お
つ
と
せ
い
、
此
物
ど
も
の
力
を
か
り
ず
、
御
自
分
の
勢

ひ
に
て
二
百
文
を
は
ね
か
へ
し
、
ヱ
イ
と
い
ふ
て
立
ら
れ
け
る
は
、
誠
に
め
で
た
う
侍
ひ
け
る
。
此
勢
ひ
を
み
ろ
く
十
年
た
つ
の
と
し
、

諸
腎
の
立
た
る
御
道
具
な
れ
ば
、
日
は
照
れ
ど
も
昼
間
も
か
ま
は
ず
、
風
を
引
て
も
そ
れ
に
も
か
ま
は
ず
、
一
年
つ
も
つ
て
ホ
ヽ
ヲ
千

八
百
番
の
御
い
き
ほ
ひ
、
目
出
度
所
を
是
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
グ
ツ
チ
ヤ
ラ
、
旦
那
様
も
お
好
き
だ
が
お
か
み
様
も
お
好
キ
、
日
本
国
が
恵

方
の
方
か
ら
ひ
と
つ
に
よ
つ
て
参
る
〳
〵
〳
〵
〳
〵
何
が
又
参
る
、
お
気
が
た
ん
と
参
る
、
白
酒
や
煉
酒
が
だ
ら
り
〳
〵
と
参
る
、
て
ゝ

の
椀
で
五
六
は
い
も
と
ろ
ゝ
汁
を
お
つ
こ
ぼ
し
て
、
う
へ
の
ほ
う
へ
ぬ
ら
り
、
し
た
の
ほ
う
へ
ぬ
ら
り
、
ぬ
ら
り
め
い
て
二
ツ
こ
ろ
も

ち
は
よ
か
ん
べ
い
ぞ
、
ホ
ヽ
ヤ
レ
ホ
ヽ
お
と
つ
さ
ま
の
か
の
お
ゆ
づ
り
物
の
、
か
の
き
ゝ
ら
き
ん
の
金
の
字
が
べ
た
つ
く
べ
い
ぞ
、
グ

ツ
チ
ヤ
ラ
コ
ヤ
グ
ツ
チ
ヤ
ラ
コ

お
金
蔵
に
お
米
蔵
、
お
ま
た
ぐ
ら
の
表
門
が
百
間
ば
か
り
も
お
つ
か
だ
か
つ
て
、
お
つ
ひ
ら
い
て
御

子
宝
が
は
い
る
、
御
寿
命
長
久
し
つ
く
り
や
、
て
う
ど
百
万
番
の
お
い
は
ゐ鶴

太
夫
亀
太
夫
を
ま
ね
び
て
も
と
よ
り
此
道
す
き
や
か
し
の

狂
歌
堂
の
翁
祝
申
㊞

二
月

六
樹
園
（
原
文
に
は
濁
点
表
記
な
し
、
濁
点
表
記
を
加
え
た
）

い
ま
は
む
か
し
、
い
み
じ
く
ま
ら
お
ほ
き
な
る
男
あ
り
け
り
。
き
さ
ら
ぎ
の
は
つ
う
ま
の
日
、
滝
野
川
の
あ
た
り
を
ゆ
き
け
る
に
、
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し
と
の
し
た
か
り
け
れ
は
、
岡
な
る
所
に
狐
の
穴
の
あ
り
け
る
を
見
て
、
す
そ
ひ
き
ま
く
り
て
た
ち
な
が
ら
穴
の
中
に
し
い
れ
つ
。
そ

の
時
薮
垣
の
あ
ひ
よ
り
、
な
ゝ
そ
ぢ
ば
か
り
な
る
う
ば
の
、
杖
に
す
が
り
た
る
が
出
き
て
此
男
に
い
ふ
や
う
、
さ
て
も
お
ほ
き
や
か
な

る
御
ま
へ
の
物
か
な
、
う
ば
と
し
老
て
侍
れ
ど
か
ゝ
る
御
物
は
い
ま
だ
見
侍
ら
ず
と
い
へ
ば
、
此
男
ほ
こ
り
か
な
る
お
も
ゝ
ち
し
て
、

さ
も
侍
ら
ず
、
い
と
ち
ひ
さ
く
侍
り
と
い
ふ
。
う
ば
、
お
の
れ
は
此
ち
か
き
あ
た
り
な
る
長
者
の
御
む
す
め
の
め
の
と
に
て
侍
り
。
此

御
む
す
め
、
い
か
な
る
す
ぐ
せ
に
か
か
た
は
な
る
所
お
は
し
て
、
お
よ
そ
む
こ
の
君
十
人
ば
か
り
に
あ
ひ
給
へ
れ
ど
、
み
な
御
こ
ゝ
ろ

に
つ
か
づ
と
て
お
ひ
い
だ
し
給
ひ
き
。
さ
る
は
御
ぼ
ゝ
の
世
に
ひ
ろ
く
お
は
せ
ば
、
お
ほ
か
た
の
ま
ら
に
て
は
み
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
ぬ
け
に

て
は
べ
り
。
わ
ぎ
み
む
こ
に
な
ら
せ
給
は
ゞ
ふ
さ
は
し
か
ら
ん
と
い
へ
ば
、
此
男
う
ち
ゑ
み
て
、
お
の
れ
は
午
の
と
し
に
う
ま
れ
て
名

を
も
馬
と
よ
び
侍
り
。
う
ま
れ
と
し
に
あ
え
て
や
、
重
宝
は
尺
に
あ
ま
り
て
侍
る
と
い
ふ
。
さ
て
は
よ
き
む
こ
の
君
な
り
。
先
う
ば
と

つ
れ
だ
ち
て
か
し
こ
に
い
た
り
て
、
さ
う
じ
み
の
さ
ま
を
も
見
給
へ
と
い
ひ
つ
ゝ
、
い
ざ
な
ひ
て
あ
ぜ
つ
た
ひ
を
ゆ
く
。
道
の
ほ
ど
五

町
ば
か
り
を
へ
て
大
な
る
門
有
、
門
を
い
れ
ば
竹
垣
し
こ
め
た
る
所
あ
り
。
こ
ゝ
に
ま
た
せ
給
へ
と
い
ふ
〳
〵
、
う
ば
は
お
く
の
方
に

い
ぬ
。
扠
む
こ
に
ま
つ
ほ
ど
い
と
ひ
さ
し
く
て
日
く
れ
ぬ
。
竹
垣
を
覗
み
れ
ば
、
主
の
む
す
め
と
お
ぼ
し
く
て
、
み
め
よ
く
あ
て
や
か

な
る
が
ほ
か
げ
に
よ
り
ふ
し
た
り
。
女
ば
ら
四
五
人
か
た
へ
に
ゐ
て
、
う
ち
か
た
ら
ふ
さ
ま
也
。
む
す
め
よ
び
い
と
大
き
な
る
松
茸
を

の
む
と
夢
み
つ
と
い
へ
ば
、
め
で
た
き
御
夢
な
り
な
ど
い
ひ
は
や
す
時
に
、
か
の
う
ば
出
き
て
、
娘
が
耳
に
口
さ
し
よ
せ
て
何
ご
と
を

か
か
た
ら
へ
ば
、
む
す
め
む
ゝ
と
わ
ら
ひ
て
竹
垣
の
方
を
見
お
こ
せ
つ
ゝ
、
あ
な
た
な
る
方
に
入
ぬ
。
馬
は
あ
か
ら
め
も
せ
ず
ま
も
り

ゐ
け
る
に
、
ま
ら
は
石
の
や
う
に
に
な
り
て
う
つ
し
心
も
な
く
立
ゐ
た
る
に
、
う
ば
再
出
き
て
馬
が
手
を
と
り
て
、
し
を
り
ど
よ
り
入

て
す
の
こ
に
の
ぼ
せ
つ
。
さ
て
ひ
と
ま
な
る
所
に
ゐ
て
ゆ
き
て
戸
を
さ
し
て
出
で
ゆ
き
ぬ
。
う
ち
み
れ
ば
屏
風
引
ま
は
し
て
あ
り
。
や

を
ら
お
し
や
り
て
み
る
に
娘
た
ゞ
一
人
ふ
し
を
り
。
う
れ
し
く
て
や
が
て
ひ
た
ゝ
れ
か
ゝ
げ
て
は
ひ
れ
ば
、
女
は
ぢ
ら
ふ
け
は
ひ
も
せ

ず
、
つ
と
い
だ
き
つ
き
て
口
う
ち
ね
ぶ
り
つ
。
ま
み
口
つ
き
此
世
の
人
と
も
お
ぼ
へ
ず
、
手
を
や
り
て
ま
ら
を
さ
ぐ
る
に
男
こ
ら
へ
ず
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し
た
ゝ
か
物
を
づ
ぶ
り
と
つ
き
い
れ
つ
。
女
あ
し
を
く
み
れ
の
上
ま
で
さ
し
あ
げ
て
、
も
ろ
て
を
せ
に
か
け
て
よ
ゝ
と
な
き
い
だ
す
。

男
い
ら
な
し
尻
う
ち
ふ
り
つ
ゝ
、
ひ
だ
り
や
つ
右
こ
ゝ
の
つ
と
つ
き
た
つ
る
さ
ま
、
伊
豫
の
ゆ
げ
た
も
こ
ゝ
も
と
に
あ
る
こ
ゝ
ち
す
。

女
、
あ
な
よ
や
〳
〵
と
い
ふ
声
や
う
や
く
よ
わ
り
ゆ
き
て
、
は
て
は
い
き
の
し
た
に
て
う
つ
ゝ
な
き
こ
と
を
ぞ
い
ふ
。
ふ
す
ま
の
う
へ

は
ふ
の
り
を
こ
ぼ
し
た
ら
ん
ご
と
く
、
そ
こ
ら
海
と
な
り
ぬ
。
お
そ
七
た
び
八
た
び
ま
き
つ
と
お
も
ふ
ほ
ど
、
耳
の
も
と
に
て
こ
は
そ

も
な
に
ご
と
ぞ
と
い
ふ
声
さ
や
か
な
る
に
、
ふ
と
こ
ゝ
ろ
つ
き
て
か
た
へ
を
み
れ
ば
、
友
だ
ち
三
四
人
つ
ど
ひ
て
た
て
り
。
ま
ば
ゆ
く

て
う
つ
ぶ
し
に
成
て
女
を
み
れ
ば
、
あ
な
お
も
は
ず
や
、
女
と
見
し
は
大
き
な
る
樹
の
横
に
臥
た
る
に
て
、
そ
れ
が
ふ
し
の
穴
に
ま
ら

を
ば
さ
し
は
さ
み
て
ゐ
た
る
な
り
け
り
。
長
者
が
家
と
見
つ
る
は
む
く
つ
け
き
�
の
は
や
し
に
ぞ
有
け
る
。
さ
て
は
い
ば
り
た
れ
つ
る

穴
に
す
め
る
狐
の
、
か
く
ば
か
し
つ
る
也
と
お
も
ふ
に
、
く
や
し
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。
す
べ
て
夢
の
や
う
に
て
あ
と
は
か
な
く
成
ぬ

れ
ど
、
た
だ
ま
ら
の
み
化
さ
れ
つ
る
な
ご
り
と
ど
め
て
、
臍
の
あ
た
り
に
お
こ
り
た
ち
て
ぞ
あ
る
。
友
だ
ち
ど
も
う
ち
み
て
、
木
の
ふ

し
に
い
れ
て
ぬ
き
さ
し
あ
ら
ら
か
に
し
つ
る
ま
ら
の
聊
の
疵
だ
に
つ
か
ず
、
そ
こ
な
は
れ
ざ
る
事
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。
命
め
で
た
き
ま

ら
な
り
と
い
へ
ば
、
馬
う
ち
う
な
づ
き
て

よ
り
と
も
に
あ
た
ま
が
ち
な
る
ま
ら
な
れ
ば

ふ
し
ぎ
の
穴
に
入
れ
ど
ま
つ
た
し

と
へ
ら
ぬ
て
い
に
い
ひ
な
し
つ
ゝ
、
玉
子
の
た
い
こ
の
お
と
に
ま
ぎ
れ
て
あ
し
ば
や
に
出
て
い
に
け
る
と
ぞ
、
か
た
り
つ
た
へ
る
。

六
樹
園

「
正
月
」
の
伝
統
的
で
格
調
高
い
言
葉
を
用
い
た
優
雅
な
読
み
口
を
唱
え
る
真
顔
と
、「
二
月
」
の
平
易
な
言
葉
を
用
い
て
俗
の
世
界

を
自
在
に
楽
し
む
飯
盛
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
現
れ
た
狂
文
が
並
ぶ
。
真
顔
の
「
徳
若
笑
万
歳
」
は
、「
徳
若
に
、
御
万
歳
と
御
代

も
栄
ゑ
ま
し
ま
す
、
愛
嬌
有
け
る
新
玉
の
」
に
始
ま
る
万
歳
の
定
型
を
用
い
て
、
そ
の
中
に
情
交
に
関
わ
る
品
々
、
強
壮
剤
や
媚
薬
の
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名
が
次
々
と
埋
め
込
ま
れ
、
猥
雑
な
擬
音
ま
で
が
入
る
が
、
こ
れ
ら
は
正
月
の
祝
言
を
述
べ
る
万
歳
そ
の
も
の
に
備
わ
っ
た
性
的
に
奔

放
な
言
語
遊
戯
を
推
し
進
め
て
お
り
、
め
で
た
く
子
宝
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
鶴
太
夫
と
亀
太
夫
二
人
の
生
み
出
す
闊
達
な
祝
祭
の

詞
と
し
て
い
る
。
対
し
て
飯
盛
は
、「
二
月
初
午
」
か
ら
妖
狐
に
化
か
さ
れ
た
巨
根
の
男
の
滑
稽
譚
を
悠
然
と
繰
り
広
げ
る
。
美
し
い

娘
に
化
し
た
妖
狐
に
導
か
れ
た
男
が
、
彼
女
の
住
居
で
一
夜
の
激
し
い
歓
楽
を
共
に
し
、
翌
朝
気
付
く
と
木
の
下
に
い
た
と
い
う
話
型

は
、
た
と
え
ば
『
画
図
玉
装
譚
』（
色
�
大
本
六
冊
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
、
溪
斎
英
泉
作
・
画
）
に
お
け
る
白
面
九
尾
の
妖
狐

の
化
け
た
美
女
の
怪
異
譚
に
斉
し
い
。
巻
二
に
於
け
る
美
女
お
玉
に
導
か
れ
る
金
碗
求
馬
、
巻
四
、
五
の
乱
菊
公
主
に
呼
ば
れ
る
上
総

介
と
同
じ
話
型
で
あ
り
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
も
正
月
同
様
に
定
型
の
狂
文
で
あ
る
が
、
悠
然
と
し

た
和
文
を
楽
し
み
、
最
尾
の
狂
歌
で
笑
い
収
め
る
達
意
の
文
章
を
愛
で
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
戯
作
者
か
ら
、「
四
月
」
三
馬
、「
八
月
」
馬
琴
、「
十
一
月
」
京
伝
を
載
せ
る
。

四
月

式
亭
三
馬
（
振
り
仮
名
お
よ
び
濁
点
表
記
は
原
点
の
マ
マ
）

ヲ
ハ
シ
カ
タ

シ

ジ

ア
ツ
マ
カ
タ

ツ
ク

シ

ツ

ビ

ア
チ
ハ

男
茎
形
の
な
き
い
に
し
へ
は
、
伊
勢
肉
具
の
名
の
み
高
か
り
け
ん
。
陰
戸
形
の
な
き
そ
の
か
み
は
、
筑
紫
陰
門
の
味
ひ
の
み
慕
ひ
に

カ
レ

ヱ

マ
キ
モ
ノ

フ
ク
ロ
ホ
ウ

シ

マ

タ
マ

デ

タ
マ

デ

け
む
。
彼
は
野
の
宮
の
宮
の
絵
巻
物
、
袋
法
師
の
物
語
な
ど
、
世
に
も
て
は
や
せ
し
こ
ろ
ほ
ひ
な
れ
ば
、
真
玉
手
の
玉
手
さ
し
巻
と

ダ
キ

ト
ナ

サ
ガ
ミ
ヲ
ン
ナ

バ
ウ
シ
ウ
ナ
ベ

よ
め
り
し
む
か
し
〳
〵
に
し
て
、
抱
つ
く
と
唱
ふ
る
今
の
代
の
さ
ま
と
は
は
る
か
に
こ
と
ふ
り
た
り
。
相
模
女
に
房
州
鍋
と
か
い
へ

ノ
チ

イ
デ

シ

ジ

る
玉
門
の
名
だ
ゝ
る
も
の
は
、
猶
後
の
世
に
出
き
に
た
れ
ど
、
い
づ
こ
も
お
な
じ
玉
茎
の
味
ひ
、
い
ま
だ
何
か
し
て
ふ
名
を
さ
へ
き
か

サ
グ

ず
。
こ
ゝ
に
も
の
せ
る
た
は
れ
絵
の
こ
ゝ
ろ
を
探
る
に
、
み
や
こ
は
よ
ろ
ず
の
物
お
の
づ
か
ら
や
は
ら
ぎ
た
れ
ば
、
殊
に
や
ハ
〳
〵
む

く
〳
〵
と
し
て
、
名
に
流
れ
た
る
京
の
水
、
其
潤
ひ
も
さ
こ
そ
と
は
お
も
ひ
や
ら
れ
ぬ
。
は
た
郭
公
ハ
き
く
人
も
恋
を
催
す
よ
し
い
ふ

ツ
マ
コ
ウ

ネ

ハ
ヽ

な
れ
ば
、
妻
恋
る
音
に
心
う
か
れ
て
、
か
の
所
を
見
る
人
の
心
の
内
や
い
か
な
ら
ん
。
さ
が
父
に
似
て
な
か
ず
と
も
、
さ
が
母
に
似
て
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ネ

カ

ど
こ
や
ら
も
、
卯
月
な
か
ば
の
し
の
び
音
を
わ
れ
に
は
ゆ
る
せ
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
春
ン
三
ン
す
ご
し
て
夏
六
ハ
此
月
よ
り
ま
さ
り
、

ク

カ

ノ
ウ

秋
ウ
一
ツ
む
し
か
へ
し
て
の
ち
、
無
冬
ウ
の
月
令
を
用
ゐ
ず
。
食
ふ
て
毒
を
し
る
時
珍
が
物
産
家
に
あ
ら
ね
ば
、
嘗
て
能
を
さ
と
る
神

カ

モ
ロ
コ
シ

農
の
本
草
家
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
を
唐
山
の
王
昌
齢
ハ
、
遥
ニ
望
ム
玉
門
関
と
賦
し
、
我
カ
国
の
三
条
殿
は
あ
ふ
さ
か
山
の
そ
れ
な
ら
で
、

京
の
お
や
ま
の
さ
ね
か
つ
ら
と
な
ん
よ
む
べ
か
り
け
る
。
お
の
れ
は
そ
れ
に
ひ
き
か
へ
て
、
例
の
つ
た
な
き
た
は
れ
う
た
を
よ
め
る
、

そ
の
歌

な
け
き
か
う
京
の
女
郎
の
文
弥
ぶ
し

き
ゝ
に
き
た
野
の
ほ
と
ゝ
ぎ
す
程

於
江
戸
本
町
小
築

式
亭
三
馬
戯
賛
㊞

八
月

飯
台
狂
夫
（
曲
亭
馬
琴
）（
原
文
に
は
濁
点
表
記
な
し
、
濁
点
表
記
を
加
え
た
）

紫
微
宮
の
玉
の
床
、
二
星
雲
雨
の
こ
が
ね
の
ま
く
ら
、
い
づ
れ
は
あ
れ
ど
年
も
ま
た
、
三
五
夜
中
の
た
の
し
み
は
、
さ
ゝ
ら
え
男
を

み
な
へ
し
、
人
間
界
に
し
く
も
の
な
し
。
玉
兎
の
臼
も
杵
な
く
て
は
、
搗
せ
ん
と
す
る
に
何
も
つ
か
れ
ず
。
呉
剛
が
斧
も
柄
を
と
ら
ね

ば
臍
の
下
へ
当
ら
れ
ず
。
あ
づ
ま
遊
び
の
吾
妻
形
、
み
が
ゝ
で
清
き
輪
の
玉
、
細
工
は
し
な
〳
〵
造
化
の
巧
。
つ
ま
る
所
は
こ
の
道
ひ

と
つ
、
昔
も
か
く
や
も
ろ
こ
し
の
常
娥
、
長
命
丸
を
盗
て
天
上
ま
で
も
ち
あ
げ
、
王
母
も
も
ゝ
を
は
だ
け
て
世
界
ひ
と
つ
に
あ
つ
ま
る

と
い
ふ
。
嗚
呼
よ
い
月
の
ま
ん
中
を
つ
く
〳
〵
見
れ
ば
、
誰
も
気
の
郁
々
乎
た
り
。
東
籬
の
秋
ま
だ
莟
な
る
を
と
め
菊
、
こ
れ
ぞ
葉
月

の
は
つ
物
な
ら
は
、
玄
の
亦
玄
、
玄
牝
の
門
な
る
べ
し
。

嗚
呼
よ
や
と
下
か
ら
声
を
か
ら
せ
ど
も
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晴
て
は
さ
ゝ
ぬ
も
ち
月
の
影

飯
台
狂
夫
酔
墨
㊞

十
一
月

山
東
京
伝
（
原
文
に
は
濁
点
表
記
な
し
、
濁
点
表
記
を
加
え
た
）

翠
簾
家
体
の
お
ほ
み
や
人
は
、
金
屏
の
冬
籠
に
霜
の
袴
を
ぬ
ぎ
す
て
ゝ
、
鴛
鴦
の
ふ
す
ま
に
つ
ば
さ
を
な
ら
べ
、
田
舎
哥
の
賤
が
ふ

せ
や
は
、
み
ぞ
れ
酒
の
一
盃
機
嫌
に
木
枯
の
枝
を
つ
ら
ね
て
、
帋
子
さ
は
り
の
あ
ら
さ
を
い
と
は
ず
。
二
番
目
の
夫
婦
い
さ
か
ひ
、
み

せ
す
が
ゝ
き
の
茶
屋
場
は
さ
ら
な
り
、
加
田
の
櫂
立
浮
身
や
と
、
比
丘
尼
蓮
葉
女
伽
や
ら
ふ
、
む
し
や
う
に
の
ぼ
る
張
子
の
山
の
た
ゝ

ず
ま
ひ
、
あ
な
う
ま
し
と
い
へ
る
ふ
き
水
の
め
い
ぼ
く
、
い
づ
れ
か
恋
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
。
花
道
に
降
三
角
の
雲
の
は
だ
へ
の
ぬ
く
め

鳥
、
幕
が
お
そ
い
と
ゆ
ふ
月
の
、
待
夜
は
つ
ら
き
浮
寝
鳥
、
挑
燈
で
つ
く
冬
至
の
餅
、
寝
て
あ
た
ゝ
ま
る
ふ
ぐ
と
汁
、
青
竹
か
ら
降
る

雨
と
な
り
、
う
へ
か
ら
つ
る
す
雲
と
な
る
。
狂
言
綺
語
の
わ
ざ
を
き
も
、
三
分
昼
夜
の
太
夫
桟
敷
に
、
た
れ
か
よ
た
り
を
な
が
さ
ざ
ら

め
や
。

年
の
内
に
春
を
む
か
ふ
る
顔
見
せ
は

月
に
正
月
の
事
は
じ
め
か
も

山
東
京
伝
㊞

「
四
月
」
三
馬
は
「
た
は
れ
絵
の
こ
ヽ
絽
を
探
る
」
と
、
ま
ず
は
都
の
女
郎
が
郭
公
を
聞
く
図
柄
を
想
定
し
た
こ
と
を
明
示
し
、
更

に
文
末
の
狂
歌
で
も
そ
の
様
を
描
い
て
い
る
。
狂
文
は
『
小
柴
垣
草
紙
』
や
『
袋
法
師
絵
詞
』
と
い
っ
た
中
世
の
春
画
絵
巻
か
ら
説
き

起
こ
し
て
江
戸
の
相
模
女
な
ど
に
繋
げ
、
さ
ら
に
風
流
な
京
女
郎
に
辿
り
着
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
描
写
は
、
文
頭
と
文
末
は
振
り

仮
名
に
も
片
仮
名
を
用
い
た
漢
文
調
を
用
い
、
間
は
和
文
調
を
用
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
ち
ぐ
は
ぐ
な
印
象
を
拭
え
な
い
。
三
馬
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は
春
画
の
名
手
で
あ
る
喜
多
川
歌
麿
と
組
ん
で
艶
本
の
序
文
や
附
文
を
多
く
作
っ
て
お
り
、
著
名
な
作
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
本
書

で
は
艶
書
ら
し
い
艶
っ
ぽ
い
筆
使
い
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
ず
、
生
硬
な
狂
文
と
な
っ
て
い
る
。

「
八
月
」
馬
琴
は
も
ち
ろ
ん
「
中
秋
の
名
月
」
に
因
ん
で
お
り
、
文
末
の
狂
歌
か
ら
想
定
さ
れ
る
春
画
は
、
や
や
雲
の
か
か
っ
た
名

月
を
眺
め
な
が
ら
の
乙
女
の
閨
の
交
情
と
思
わ
れ
る
が
、
狂
文
は
中
国
の
月
に
因
む
故
事
を
並
べ
て
艶
本
と
し
て
の
性
的
な
描
写
を
さ

り
げ
な
く
避
け
て
い
る
。
馬
琴
は
附
文
に
筆
を
取
っ
た
唯
一
の
艶
本
『
艶
本
多
歌
羅
久
良
』
で
、
上
巻
の
み
で
筆
を
投
げ
て
お
り
、
自

ら
が
性
的
な
描
写
に
不
向
き
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
南
畝
へ
の
敬
慕
の
情
か
ら
引
き
受
け
た
も
の
の
、
他
で
は
見

ら
れ
な
い
「
飯
台
狂
夫
」
号
を
用
い
た
こ
と
か
ら
も
馬
琴
の
抱
い
た
躊
躇
が
感
じ
ら
れ
、『
艶
本
多
歌
羅
久
良
』
の
序
文
（
署
名
は
曲

取
主
人
）
同
様
に
中
国
の
故
事
に
逃
げ
る
手
法
を
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
十
一
月
」
京
伝
で
は
、「
芝
居
の
正
月
」
で
、
江
戸
っ
子
た
ち
に
と
っ
て
は
何
よ
り
待
ち
望
ま
れ
る
顔
見
世
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
文
末
か
ら
は
華
や
か
な
吉
原
の
太
夫
た
ち
が
桟
敷
に
な
ら
ぶ
姿
を
描
い
た
画
図
に
付
け
た
狂
文
と
推
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
、
芝
居

そ
の
も
の
を
描
く
言
辞
は
少
な
い
。
舞
台
に
作
ら
れ
た
翠
簾
家
体
か
ら
大
宮
人
に
扮
し
た
役
者
を
出
し
、
か
れ
ら
も
「
い
ず
れ
か
恋
に

あ
ら
ざ
る
べ
き
」
と
す
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
。
京
伝
は
絵
師
・
北
尾
政
演
と
し
て
艶
本
の
筆
も
取
り
、『
艶

本
枕
言
葉
』
の
よ
う
に
文
章
と
画
双
方
を
担
当
し
た
著
名
作
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
文
で
は
顔
見
世
の
劇
場
も
役
者
た
ち
の
情
交

も
、
い
き
い
き
と
し
た
表
現
を
逃
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
艶
本
と
は
関
わ
り
を
持
た
な
い
文
人
と
、
職
業
的
な
作
家
と
し
て
艶
本
に
も
筆
を
取
る
戯
作
者
の
狂
文
と
を
比
べ
る
と
、

『
春
窓
秘
辞
』
に
お
い
て
は
前
者
の
方
が
は
る
か
に
艶
っ
ぽ
い
文
章
を
鮮
や
か
に
仕
上
げ
て
お
り
、
後
者
は
そ
れ
に
比
し
て
ぎ
ご
ち
な

い
筆
致
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
翻
刻
を
挙
げ
な
か
っ
た
戯
作
者
・
京
山
も
同
様
で
そ
の
文
章
は
三
人
の
戯
作
者
以
上
に
堅

苦
し
く
不
出
来
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
で
は
戯
作
者
の
故
を
以
て
艶
文
の
作
り
が
不
手
際
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い
え
な
い
よ
う
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で
あ
る
。
十
二
月
の
中
で
最
も
艶
本
ら
し
い
文
章
は
十
月
の
手
柄
岡
持
こ
と
朋
誠
堂
喜
三
二
の
も
の
で
、
恋
人
の
人
目
を
避
け
た
房
事

か
ら
妹
背
の
契
り
を
親
に
許
さ
れ
る
ま
で
の
長
文
が
、
情
交
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。
喜
三
二
は
本
書
が
出
さ
れ
た
年
の
五
月
に
七
十

九
歳
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
高
位
の
武
家
で
あ
り
、
初
期
を
代
表
す
る
黄
表
紙
作
者
で
色
里
を
知
り
尽
く
し
た
通
人
は
、
高
齢
を
も
の

と
も
せ
ず
に
艶
文
に
大
い
に
遊
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
対
し
て
選
ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
中
で
年
若
い
戯
作
者
た
ち
は
、
既
に
そ
の
地
位

を
不
動
の
も
の
に
固
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
長
の
文
人
た
ち
の
前
に
戸
惑
い
か
し
こ
ま
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
文
化
十
年
に
お
け
る
文
人
と
戯
作
者
の
位
置
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

『
興
佳
帖
』
と
『
菊
乃
栞
』

『
春
窓
秘
辞
』
刊
行
前
年
の
文
化
九
年
三
月
、
朝
寝
坊
成
丈
編
に
よ
っ
て
『
興
佳
帖
』
と
い
う
狂
文
や
狂
歌
、
画
図
を
集
め
た
帖
仕

立
て
の
一
冊
が
作
ら
れ
た
。『
春
窓
秘
辞
』
よ
り
一
回
り
小
さ
い
半
紙
本
の
大
き
さ
の
写
本
で
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
中
村

幸
彦
氏
の
解
説
付
き
の
影
印
版
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
２１
）

。
朝
寝
坊
成
竹
は
神
田
鎌
倉
河
岸
の
酒
屋
で
あ
る
豊
島
十
右
衛
門
の
狂
名
で
あ

る
。
豊
島
屋
は
馬
琴
の
日
記
に
も
し
ば
し
ば
み
り
ん
酒
の
購
入
な
ど
で
名
前
が
載
る
、
江
戸
名
物
の
著
名
な
店
で
あ
る
。
こ
の
人
物
が

知
人
た
ち
に
声
を
掛
け
て
書
画
帖
を
作
っ
た
も
の
で
、
序
文
を
手
柄
岡
持
が
、
跋
文
を
蜀
山
人
が
付
け
た
豪
華
な
私
家
版
で
あ
る
。
集

め
ら
れ
た
の
は
狂
歌
師
、
戯
作
者
、
浮
世
絵
師
で
、
狂
文
や
狂
歌
は
編
者
に
因
ん
で
酒
を
寿
ぐ
も
の
が
多
い
も
の
の
、
画
図
は
「
相
撲

図
」
や
狂
歌
入
の
「
な
ま
ず
」
な
ど
、
各
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
で
参
入
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
を
挙
げ
る
と
、

六
樹
園
（
石
川
雅
望
）

き
の
定
丸
（
狂
歌
師
）
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式
亭
三
馬

馬
琴

萬
象
（
二
世
森
羅
萬
象
、
狂
歌
師
）

原
陽
亭
（
伝
未
詳
）

蹄
斎
北
馬
（
浮
世
絵
師
）

芍
薬
亭
長
根
（
狂
歌
師
）

豊
国
（
浮
世
絵
師
）

国
貞
（
浮
世
絵
師
）

立
川
談
洲
楼
焉
馬

浅
草
庵
（
狂
歌
師
）

十
返
舎
一
九
（
戯
作
者
）

四
方
歌
垣
真
顔
（
鹿
都
部
真
顔
）

こ
れ
に
序
文
の
手
柄
岡
持
（
朋
誠
堂
喜
三
二
）、
跋
文
の
蜀
山
人
（
大
田
南
畝
）
の
総
計
十
六
名
で
あ
る
。

『
春
窓
秘
辞
』
と
は
、
こ
の
う
ち
太
字
に
し
た
七
名
の
者
が
重
な
っ
て
い
る
。
手
柄
岡
持
に
よ
る
序
文
に
は
「
世
に
書
画
帖
な
ど
題

し
て
東
南
西
北
に
名
た
ゝ
る
諸
君
に
こ
ひ
て
お
も
ひ
〳
〵
の
書
画
を
集
む
る
こ
と
近
き
年
頃
頻
に
行
は
れ
り
」
と
あ
り
、
こ
の
当
時
、

高
名
家
を
集
め
て
書
画
帖
を
作
る
こ
と
が
流
行
し
て
お
り
、
そ
の
流
れ
に
乗
っ
て
朝
寝
坊
成
丈
が
個
人
的
に
作
っ
た
の
が
本
書
の
由
来

と
知
れ
る
。
豊
島
屋
主
人
の
狂
歌
師
と
し
て
の
地
位
と
名
高
い
酒
屋
の
力
が
、
文
人
と
戯
作
者
、
そ
し
て
浮
世
絵
師
と
い
う
江
戸
の
人

気
者
た
ち
に
一
筆
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
中
で
は
、
六
樹
園
と
三
馬
は
酒
に
因
む
狂
文
、
馬
琴
と
談
洲
楼
、
真
顔（
狂
歌
堂
）
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は
狂
歌
を
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
豊
か
な
形
で
書
き
出
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
一
九
は
大
根
に
因
む
狂
歌
と
略
画
を
載
せ
る
。
こ
こ
で

は
文
人
と
戯
作
者
、
浮
世
絵
師
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
流
儀
を
主
張
し
て
お
り
、
戯
作
者
達
も
肩
身
の
狭
い
し
ゃ
ち
こ
ば
っ
た
文
章
を
書

く
姿
勢
は
ま
っ
た
く
見
せ
て
い
な
い
。

そ
し
て
『
春
窓
秘
辞
』
刊
行
の
翌
文
化
十
一
年
、
江
戸
の
人
々
の
興
味
を
大
い
に
惹
い
た
巣
鴨
名
物
の
菊
細
工
の
一
大
興
行
が
九
月

に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
際
し
て
、
全
五
十
二
軒
の
出
品
植
木
屋
の
花
壇
す
べ
て
に
当
時
高
名
の
戯
作
者
に
よ
る
狂
歌
を
掲
げ
る
こ
と
と

な
り
、『
巣
鴨
名
産
菊
乃
栞
』（
以
下
、『
菊
乃
栞
』
と
表
示
）
と
題
し
て
、
菊
細
工
の
図
解
に
狂
歌
を
添
え
た
細
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
案

内
記
は
現
存
す
る
刊
本
の
形
に
は
未
だ
出
逢
わ
な
い
が
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
貼
り
混
ぜ
帳
『
商
牌
雑
集
』
二
七
の
冒
頭
部
に
表

紙
を
含
め
て
十
枚
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
（
注
２２
）

。
ま
た
紹
介
と
翻
刻
を
板
坂
が
行
っ
て
い
る
（
注
２３
）

。

『
菊
乃
栞
』
は
中
本
一
冊
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
全
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
注
２４
）

。
巻
末
（
九
丁
裏
）
に
「
文

化
十
一
年
甲
戌
菊
月
吉
晨
／
馬
喰
町
二
丁
目

版
元

地
本
問
屋

森
屋
治
兵
衛
／
巣
鴨
町

賣
弘
所

勘
太
郎
」
と
あ
り
、
菊
細
工

の
会
場
で
売
り
広
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

内
容
を
見
て
い
く
と
、
表
紙
は
下
部
に
菊
慈
童
、
左
上
部
に
胡
蝶
が
描
か
れ
、
紅
・
薄
茶
・
黄
色
の
彩
色
�
。
記
載
は
、

す

が
も

め
い
さ
ん

き
く

し
を
り

巣
鴨
／
名
産

菊
乃
栞

歌
川
美
丸
画

数
品
／
作
菊
／
狂
歌
／
発
句
／
泳
者

山
東
京
伝
㊞
／
式
亭
三
馬
㊞
／
山
東
京
山
㊞
／
十
返
舎
一
九
㊞
／
曲
亭
馬
琴
㊞

立
川
談
洲
楼
／
七
十
二
翁

焉
馬
㊞
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見
返
し
か
ら
一
丁
表
に
か
け
て
は
巣
鴨
の
菊
細
工
の
案
内
図
で
、
全
五
二
軒
の
植
木
屋
の
位
置
が
示
さ
れ
、
一
丁
裏
か
ら
九
丁
表
ま

で
美
丸
に
よ
る
菊
細
工
の
画
中
に
出
品
作
名
と
植
木
屋
、
狂
歌
が
書
か
れ
て
い
る
。

表
紙
に
よ
る
と
焉
馬
中
心
の
企
画
で
、
南
畝
に
比
べ
て
戯
作
者
寄
り
の
大
立
者
で
あ
る
立
川
焉
馬
が
当
代
の
人
気
戯
作
者
に
声
を
掛

け
、
出
品
さ
れ
た
五
十
二
個
の
菊
細
工
に
因
む
狂
歌
五
十
二
首
を
飾
り
、
そ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
人
々
に
売
り
広
め
た
も
の
で
あ
る
。

表
紙
に
見
え
る
の
は
、
京
伝
、
三
馬
、
京
山
、
一
九
、
馬
琴
の
五
名
。
一
九
を
除
い
て
、
前
年
に
作
ら
れ
た
『
春
窓
秘
辞
』
と
重
な
る

顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
い
る
。

詠
者
毎
の
作
製
狂
歌
を
『
菊
乃
栞
』
に
並
べ
ら
れ
た
順
に
番
号
を
付
し
て
見
る
と
、

山
東
京
伝：

１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
…
…
計
六
首

式
亭
三
馬：

７
、
８
、
９
、
１０
、
１１
、
１２
、
１３
、
１４
…
…
計
八
首

山
東
京
山：

１５
、
１６
、
１７
、
１８
、
１９
、
２０
、
２１
、
２２
…
…
計
八
首

市
川
三
升：

２３
、
２４
、
２５
…
…
計
三
首

立
川
焉
馬：

２６
、
２７
、
２８
、
２９
、
３０
、
３１
、
３２
、
３３
、
３４
、
４１
、
４２
、
４３
…
…
計
十
二
首

徳
亭
三
孝：

３５
、
３６
、
３７
、
３８
、
３９
、
４０
…
…
計
六
首

時
雨
庵：

４４
、
４５
、
４６
…
…
計
三
首

曲
亭
馬
琴：

４７
、
４８
、
４９
、
５０
、
５１
、
５２
…
…
計
六
首

一
九
は
表
紙
に
名
前
が
載
る
の
み
で
、
狂
歌
は
入
っ
て
い
な
い
。
一
九
の
代
わ
り
に
市
川
三
升
、
徳
亭
三
孝
、
時
雨
庵
の
三
人
が
入
る

が
、
三
升
は
『
春
窓
秘
辞
』
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
焉
馬
が
後
援
者
で
あ
っ
た
七
代
目
市
川
団
十
郎
そ
の
人
で
あ
る
。
江
戸
一
の
人
気

役
者
の
三
首
を
中
央
に
置
く
こ
と
で
、
菊
細
工
の
興
行
を
更
に
盛
り
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
孝
は
、
三
馬
を
囲
ん
で
弟
子
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た
ち
が
並
ん
で
祝
う
口
絵
を
付
け
た
処
女
作
『
書
習
廓
文
章
』（
合
巻
）
を
二
年
前
に
出
し
た
ば
か
り
の
三
馬
の
門
人
で
、
時
雨
庵
は

六
樹
園
門
下
の
狂
歌
師
の
初
代
絵
馬
屋
額
輔
で
あ
る
。
三
馬
は
そ
の
号
を
唐
来
参
和
と
烏
亭
焉
馬
か
ら
取
っ
て
お
り
（
注
２５
）

、
焉
馬
と
の
縁
は

深
い
。
焉
馬
の
呼
び
掛
け
に
三
馬
も
尽
力
し
て
集
め
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
江
戸
っ
子
に
人
気
の
戯
作
者
に
焦

点
を
当
て
て
詠
み
手
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
菊
細
工
に
集
う
多
く
の
巷
間
の
人
々
の
興
味
が
彼
等
に
向
い
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

狂
歌
の
並
び
を
見
る
に
、
当
初
は
三
孝
の
後
に
４１
〜
４６
の
計
六
首
を
一
九
が
担
当
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ふ
た
た
び
『
春
窓
秘
辞
』

『
春
窓
秘
辞
』
と
『
興
佳
帖
』『
菊
乃
栞
』
は
、
こ
の
頃
の
著
名
人
の
狂
歌
や
狂
文
を
好
む
風
潮
を
受
け
て
、
多
く
の
詠
者
が
重
な
っ

て
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
春
窓
秘
辞
』
は
知
識
人
好
み
の
粒
選
り
の
選
択
が
伺
え
る
が
、
こ
の
人
選
で
気
に
成
る
の
は
一
九
の

不
参
加
で
あ
る
。

文
化
十
年
の
十
返
舎
一
九
を
、
他
の
『
春
窓
秘
辞
』
詠
者
と
同
様
に
紹
介
し
て
お
く
。

十
返
舎
一
九

四
十
九
歳
、
天
保
二
年
１
８
３
１
没
、
享
年
六
十
七
歳

戯
作
者
で
あ
る
が
、
絵
師
と
し
て
絵
筆
も
取
り
板
下
も
自
ら
作
る
器
用
さ
で
、
数
多
く
の
作
を
出
す
。
黄
表
紙
に
も
そ
れ
な
り
の
当

た
り
作
を
持
つ
が
、
何
と
い
っ
て
も
享
和
二
年
か
ら
刊
行
が
続
い
た
滑
稽
本
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
初
編
は
『
浮
世
道
中
膝
栗
毛
』、

八
編
は
文
化
六
年
刊
）
の
成
功
で
地
歩
を
固
め
、
文
化
末
期
に
は
金
比
羅
や
中
山
道
な
ど
を
巡
る
そ
の
続
編
を
刊
行
中
で
あ
る
。

艶
本
の
作
も
多
く
、「
陽
発
山
人
」
始
め
い
く
つ
か
の
隠
号
を
持
ち
、
画
・
作
の
も
の
も
あ
る
。
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・『
笑
本
艶
次
郎
』
墨
�
半
紙
本
一
冊
、
寛
政
十
年
、
陰
蘭
堂
主
人
（
十
返
舎
一
九
）
作
・
画

・『
絵
本
江
戸
錦
』
墨
�
半
紙
本
一
冊
、
寛
政
十
一
年
頃
、
陽
発
山
人
（
十
返
舎
一
九
）
作
・
画

・『
玉
門
の
五
常
』（
仮
題
）
色
�
横
小
本
一
冊
、
寛
政
十
一
年
、
陽
発
山
人
作
・
画

・『
画
本
帆
柱
丸
』
色
�
横
小
本
一
冊
、
享
和
元
年
、
陽
発
作
、
喜
多
川
歌
麿
画

は

な

ふ

ぶ

き

・『
艶
本
葉
男
婦
舞
喜
』
色
�
半
紙
本
三
冊
、
享
和
二
年
、
道
楽
人
（
十
返
舎
一
九
）
作
、
喜
多
川
歌
麿
画

さ
ら
に
幕
末
ま
で
大
い
に
売
れ
た
『
文
の
は
や
し
』
系
の
艶
書
往
来
の
最
初
の
作
で
あ
る
『
文
し
な
ん
』（
墨
�
中
本
一
冊
、
文
政

中
期
頃
、
磨
丸
（
歌
川
国
丸
）
画
）
の
作
者
で
も
あ
る
（
注
２６
）

。

『
春
窓
秘
辞
』
に
採
ら
れ
た
他
の
戯
作
者
同
様
、
既
に
人
気
と
地
歩
を
固
め
た
著
名
の
人
物
で
あ
り
、
一
九
の
不
在
は
不
審
を
持
た

れ
よ
う
。
浜
田
義
一
郎
氏
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
文
人
気
取
り
に
縁
の
な
い
庶
民
に
徹
し
た
一
九
」
は
「
無
く
て
も
ふ
し
ぎ
は
な

い
（
注
２７
）

」
と
し
た
が
、『
興
佳
帖
』
に
は
入
り
、『
菊
乃
栞
』
表
紙
に
も
名
が
載
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
一
九
の
側
に
別
の
原
因
が
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
山
尚
夫
氏
の
「
十
返
舎
一
九
年
譜
稿
（
注
２８
）

」
を
参
照
す
る
と
、
文
化
末
期
に
は
『
木
曽

街
道
続
膝
栗
毛
』（
滑
稽
本
）
の

刊
行
が
続
い
て
お
り
、
十
年
か
ら
は
『
方
言

修
行
金
草
鞋
』
が
出
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
長
く
続
く
一
九
の
人
気
作
で
あ
る
が
、
そ

の
取
材
旅
行
の
為
に
長
旅
に
出
る
事
が
多
い
。
た
と
え
ば
文
化
九
年
に
は
六
月
か
ら
中
山
道
と
木
曽
街
道
を
通
っ
て
は
る
ば
る
と
大
坂

ま
で
取
材
旅
行
に
出
て
お
り
、
文
化
十
年
に
は
播
州
・
四
国
・
九
州
に
、『
菊
乃
栞
』
が
出
さ
れ
た
翌
十
一
年
は
七
月
か
ら
十
月
に
、

信
州
・
越
後
・
会
津
に
出
向
い
て
い
る
（
注
２９
）

。
一
九
の
江
戸
不
在
の
故
を
以
て
、『
菊
乃
栞
』
表
紙
で
は
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
た
彼
の
狂

歌
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
春
窓
秘
辞
』
も
、
当
初
は
一
九
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
以
下
は
推
測
で
あ
る
が
、『
春
窓
秘
辞
』
の
京
山
の
一
面
は
、
一
九
に
用
意
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

京
山
の
狂
文
を
載
せ
た
料
紙
は
、
下
方
に
松
葉
と
松
毬
を
二
色
�
し
た
華
や
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
意
匠
は
京
山
の
狂
文
と
の
関
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わ
り
を
持
た
な
い
。
一
九
の
判
は
柄
の
途
中
に
丸
に
「
貞
」
字
を
入
れ
た
熊
手
で
あ
る
。
こ
の
熊
手
か
ら
松
葉
と
松
毬
を
導
い
た
の
で

は
な
い
か
と
妄
想
す
る
。

文
化
九
年
『
興
佳
帖
』、
文
化
十
年
『
春
窓
秘
辞
』、
そ
し
て
文
化
十
一
年
の
『
菊
乃
栞
』
と
並
べ
る
と
、
こ
の
間
に
見
ら
れ
る
江
戸

文
化
の
変
容
が
浮
か
び
上
が
る
。『
春
窓
秘
辞
』
は
、『
興
佳
帖
』
序
文
に
あ
る
江
戸
の
著
名
人
た
ち
の
書
画
を
集
め
て
個
人
的
な
書
画

帖
を
作
る
流
行
に
乗
じ
て
、
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
春
画
」
な
き
「
艶
本
」
と
い
う
風
雅
な
ひ
ね
り
の
効
い
た
趣
向
を

考
案
し
た
の
は
南
畝
の
嗜
好
で
あ
ろ
う
。
江
戸
人
た
ち
が
敬
仰
す
る
南
畝
が
呼
び
集
め
た
の
は
、
知
識
人
と
し
て
の
面
を
持
つ
文
人
寄

り
の
数
寄
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
大
衆
的
な
人
気
を
集
め
る
戯
作
者
は
自
ら
の
筆
を
押
さ
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
文
化
末
期

の
町
の
好
み
は
既
に
現
代
文
化
に
通
じ
る
気
楽
な
愉
し
み
、
戯
作
者
た
ち
が
生
み
出
す
笑
い
や
怒
り
、
涙
に
溢
れ
た
波
瀾
万
丈
の
軽
い

小
説
類
に
移
っ
て
い
た
。『
菊
乃
栞
』
で
は
、
江
戸
一
番
の
人
気
役
者
に
並
ん
で
戯
作
者
た
ち
が
人
々
の
興
奮
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を

担
う
の
で
あ
る
。

『
春
窓
秘
辞
』
の
各
筆
者
の
没
年
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
既
に
浜
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
（
注
３０
）

、
十
月
・
手
柄
岡
持
は
こ
の
年
に
、
翌

年
に
は
九
月
・
三
陀
羅
が
亡
く
な
り
、
三
年
後
に
は
京
伝
が
、
十
年
後
ま
で
に
は
半
数
以
上
の
者
が
世
を
去
っ
て
い
る
。
江
戸
中
期
の

明
和
か
ら
天
明
期
に
江
戸
に
沸
き
起
こ
っ
た
鮮
烈
な
都
市
文
化
を
支
え
た
知
的
な
言
語
遊
戯
の
文
化
の
主
軸
が
、相
次
い
で
去
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
職
業
的
な
文
筆
家
た
ち
の
時
代
、
戯
作
者
が
企
む
さ
ま
ざ
ま
な
空
想
世
界
を
楽
し
む
言
語
空
間
の
時
代
と
な

る
。『
菊
乃
栞
』
に
は
、
町
行
く
人
々
が
菊
細
工
に
添
え
ら
れ
た
慣
れ
親
し
ん
だ
戯
作
者
た
ち
の
詠
む
単
純
な
狂
歌
を
眺
め
て
い
く
、

爛
熟
期
を
迎
え
た
江
戸
の
庶
民
の
に
ぎ
わ
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
南
畝
序
の
『
春
窓
秘
辞
』
は
、
知
識
に
遊
ぶ
江
戸
中
期
の
文
化
の
終
焉

を
飾
る
風
雅
の
作
物
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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注注
１

浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
吉
川
弘
文
館

人
物
叢
書
、
一
九
八
六
年
）、
１７１
頁
。

注
２

現
在
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
「
雅
俗
文
庫
」
所
蔵
。

注
３

中
野
三
敏
『
和
本
の
海
へ

豊
饒
の
江
戸
文
化
』（
角
川
選
書
４３６
、
二
〇
〇
九
年
）、
１９３
頁
。

注
４

「
春
窓
秘
辞
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）

https
://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100271018/view

er/1

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
一
年
一
月
三
〇
日
）

他
に
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
は
、
若
草
色
の
原
表
紙
を
持
ち
、
序
文
、
本
文
、
跋
文
は
中
野
氏
蔵
本
に
同
じ
。
立
命
館
大
学A

R
C

林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
本
（
林
美
一
氏
旧
蔵
）
は
端
本
で
、
本
文
の
順
序
も
異
な
っ
て
い
る
。

注
５

「
江
戸
の
文
華
―
戯
作
と
浮
世
絵
」
展
（
専
修
大
学
図
書
館
／
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
合
同
企
画
、
ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
か
わ
さ
き
、
二
〇
一
〇
年

十
月
）

注
６

版
元
は
井
上
隆
明
「（
喜
三
二
）
著
述
一
覧
」（『
喜
三
二
戯
作
本
の
研
究
』
三
樹
書
房
、
一
九
八
三
年
、
１８
頁
）
に
よ
る
と
「
伏
見
屋
善
六
」
と
あ

る
が
、
出
典
未
詳
。

注
７

浜
田
桐
舎
（
義
一
郎
）「「
春
窓
秘
辞
」
解
説
」（『
近
世
庶
民
文
化
』
第
十
一
、
十
二
、
十
四
、
十
五
、
十
六
、
十
七
号
、
一
九
五
二
年
二
月
〜
五
三

年
七
月
）

注
８

岡
田
甫
『
真
情
春
雨
衣
』（
貴
重
文
献
保
存
会
、
美
和
書
院
（
紅
鶴
版
）、
一
九
五
三
年
）

注
９

浜
田
義
一
郎
「
春
窗
秘
辞
」（『
国
文
學
解
釈
と
鑑
賞
』
第
三
百
九
十
二
号
「
続
秘
め
ら
れ
た
文
学
」、
至
文
堂
、
一
九
六
七
年
四
月
）

注
１０

「
紅
鶴
版
」
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
「
Ｘ
Ｘ
文
学
の
館
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

http
://w

w
w

.kanw
a.jp/xxbungaku/H

akkin/M
iw

a/M
iw

a.htm

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
一
年
一
月
三
〇
日
）

注
１１

各
作
者
の
年
齢
は
既
に
浜
田
氏
の
「
春
窗
秘
辞
」（
注
９
）
に
載
る
が
、
若
干
の
修
正
を
施
し
て
記
す
。

注
１２

林
美
一
『
江
戸
艶
本
大
事
典
』（『
江
戸
艶
本
集
成
』
総
目
録
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
四
年
）、
白
倉
敬
彦
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』（
平
凡
社
、

二
〇
〇
七
年
）

注
１３

石
上
阿
希
「
山
東
京
伝
艶
本
・
春
画
目
録
稿
」（『
文
学
』
第
１７
巻
・
第
４
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
七
／
八
月
）

注
１４

浜
田
義
一
郎
「
春
窗
秘
辞
」（
注
９
）、
１１１
頁
。

注
１５

中
山
右
尚
「
桜
川
慈
悲
成
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）、
４８
頁
。
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注
１６

林
美
一
「
西
早
斎
の
隠
号
と
大
田
南
畝
の
謎

上
、
中
、
下
」（『
江
戸
春
秋
』
２
号
、
３
号
、
１２
号
、
未
刊
江
戸
文
学
刊
行
会

林
美
一
、
一
九
七

六
年
十
二
月
、
七
七
年
六
月
、
八
一
年
四
月
）

注
１７

小
林
ふ
み
子
、‘W

as
Ô

ta
N

anpo
‘Seisôsai’,the

author
of

shunga
books?’

、（
口
頭
発
表
）（
ロ
ン
ド
ン
大
学SO

A
S

に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ムShunga
in

its
Socialand

C
ulturalC

ontext

、
二
〇
一
〇
年
九
月
）

注
１８

三
馬
と
『
狂
歌

』
に
つ
い
て
は
吉
丸
雄
哉
「
三
馬
と
狂
歌
―
『
狂
歌

』
を
軸
に
―
（『
式
亭
三
馬
と
そ
の
周
辺
』（
新
典
社
研
究
叢
書
２１３
、
二
〇

一
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
１９

浜
田
啓
介
「『
羇
旅
漫
録
』
の
旅
に
お
け
る
狂
歌
壇
的
背
景
に
つ
い
て
」（『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
三
年
）

注
２０

浜
田
義
一
郎
「
春
窗
秘
辞
」（
注
９
）、
１１１
頁

注
２１

「
興
佳
帖
」（
中
村
幸
彦
編
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊

第
八
巻

近
世
自
筆
稿
本
集
』、
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）

注
２２

『
商
牌
雑
集
』
第
二
七
冊
の
「
菊
乃
栞
」
は
九
丁
裏
に
刊
記
が
付
く
が
、
そ
の
他
に
後
表
紙
が
付
い
た
か
は
不
明
。

注
２３

板
坂
則
子
『
巣
鴨
名
産
菊
乃
栞
』
（
森
川
昭
編
『
近
世
文
学
論
輯
』
所
収
、
和
泉
書
院

研
究
叢
書
一
三
三
、
一
九
九
三
年
）
に
本
書
の
全
翻
刻
を
掲
載
。

注
２４

大
久
保
葩
編
『
商
牌
雜
集
』、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https
://dl.ndl.go.jp/info

:ndljp/pid/2609989

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
一
年
二
月
七
日
）

注
２５

「
み
つ
か
ら
い
ふ
吾
は
唐
来
子
の
才
を
慕
ひ
且
烏
亭
子
に
忘
形
の
友
と
せ
ら
れ
し
よ
り
三
和
焉
馬
の
一
字
を
取
り
て
三
馬
と
号
す
る
と
そ
」（「
式
亭

三
馬
」
の
項

木
村
三
四
吾
編
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』、
八
木
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
４７
頁
。

注
２６

艶
書
往
来
に
つ
い
て
は
、
板
坂
則
子
の
「
一
九
『
文
し
な
ん
』
と
陽
起
山
人
『
文
の
は
や
し
』」（『
専
修
国
文
』
９７
号
、
専
修
大
学
日
本
語
日
本
文

学
文
化
学
会
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
お
よ
び
「
艶
書
往
来
「
文
の
は
や
し
」
考
」（『
近
世
文
芸

研
究
と
評
論
』
９０
号
、
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
の
会
、

二
〇
一
六
年
六
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
２７

同
注
９
、
１０２
頁
。

注
２８

中
山
尚
夫
「
十
返
舎
一
九
年
譜
稿
」（『
十
返
舎
一
九
研
究
』、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
）

注
２９

同
注
２８
、
１７５
〜
２０２
頁
。

注
３０

同
注
９
、
１１２
頁
。
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付
記御

教
示
を
受
け
た
小
林
ふ
み
子
様
、
書
誌
研
究
を
助
力
く
だ
さ
っ
た
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
、
立
命
館
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
艶
本
資
料
に
つ
い
て
様
々
に
ご
教
授
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
早
川
聞
多
先
生
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
拠
る
緊
急
事
態
の
下
、
専
修
大
学
図
書
館
に
は
所
蔵
戯
作
類
の
閲
覧
に
便
宜
を
図
っ
て
戴
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
『
春
窓
秘

辞
』
の
画
像
使
用
を
御
許
可
く
だ
さ
り
感
謝
し
ま
す
。

な
お
本
稿
は
二
〇
一
九
年
度
専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会
個
人
研
究
助
成
「
上
方
の
戯
作
と
春
本
か
ら
の
発
信
」
の
成
果
の
一
部
で
す
。

（
二
〇
二
一
年
四
月
記
）


